
徳
川
家
霊
廟
奉
献
石
燈
籠
の
成
立
と
展
開(

中－

１)

伊
藤

友
己

こ
の
稿
の
（
上
）
を
書
い
た
の
が
二
〇
一
四
年
の
四
月
な
の
で
、
あ
れ
か
ら
四
年
経
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
日
光
の
大
猷
院
霊
廟
の
調
査
を
行
う
こ
と
が
出
来
、
二
四

九
基
の
燈
籠
の
確
認
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
を
『
日
光
山
輪
王
寺
大
猷
院
奉
献
石
燈

籠
現
況
調
査
報
告
書
』
と
し
て
、
日
光
山
輪
王
寺
に
報
告
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま

た
未
発
表
で
す
が
そ
の
成
果
を
元
に
『
日
光
山
輪
王
寺
大
猷
院
霊
廟
内
の
燈
籠
配
置
』

と
い
う
論
考
を
纏
め
ま
し
た
。
機
会
が
有
れ
ば
発
表
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
来
な

ら
そ
の
結
果
を
（
上
）
に
反
映
す
べ
き
で
す
が
、
こ
こ
で
は
先
を
急
ぐ
こ
と
に
し
て
四
年

間
の
成
果
を
元
に
厳
有
院
以
降
の
徳
川
家
霊
廟
へ
の
石
灯
籠
献
納
の
実
態
を
報
告
し
た
と

思
い
ま
す
。

厳
有
院
の
燈
籠

１
．
厳
有
院
殿
廟
の
造
営

四
代
将
軍
徳
川
家
綱
（
一
六
四
一
～
一
六
八
〇
年
）
は
延
宝
八
年
五
月
八
日
に
逝
去
し
、

厳
有
院
と
諡
さ
れ
て
遺
命
に
よ
り
上
野
寛
永
寺
に
墓
所
を
営
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
家

綱
の
逝
去
に
関
し
て
『
常
憲
院
殿
御
実
紀
』
の
記
述
は
意
外
と
淡
泊
で
す
。

〇
八
日

大
納
言
殿
［
徳
川
綱
吉
］
二
丸
よ
り
渡
ら
せ
た
ま
ふ
。
御
對
面
あ
り
。
干
代

姫
御
方
に
も
ま
う
の
ぼ
り
た
ま
ふ
。
甲
府
中
將
方
。
三
家
の
方
々
。
井
伊
掃
部
頭
直

該
。
酒
井
河
内
守
忠
擧
拝
謁
し
て
御
氣
色
う
か
ヾ
ひ
。
そ
の
外
諸
大
名
。
諸
有
司
は

老
臣
に
謁
し
て
う
か
ヾ
ひ
奉
る
。
奏
者
番
土
屋
相
摸
守
政
直
は
こ
た
び
の
御
事
に
よ

り
。
尾
張
名
古
屋
へ
御
使
奉
り
暇
た
ま
ふ
。」
こ
の
日
御
病
い
よ
〳
〵
お
も
ら
ぜ
給
へ

ば
。

大
納
言
殿
重
て
渡
ら
せ
た
ま
ひ
。
御
正
寝
に
て
御
遺
教
ま
し
〳
〵
。
酉
刻
終

に
御
大
漸
に
及
ば
せ
た
ま
ふ
。
御
齢
四
十
に
て
ま
し
〳
〵
け
る
。

厳
有
院
の
葬
送
の
次
第
に
つ
い
て
は
、『
厳
有
院
殿
御
葬
送
日
録
』（
以
下
『
日
録
』）

と
い
う
記
録
が
東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
表
紙
に
は
上
記
の
題
字
と
共
に
「
青
山
下
野
守
借
寫

稲
葉
丹
後
守
」

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
裏
表
紙
に
は
「
徳
川
宗
敬
氏
寄
贈
」
の
押
印
が
有
り
ま
す
。
中

身
は
ご
逝
去
の
五
月
八
日
か
ら
二
十
六
日
に
寛
永
寺
黒
書
院
か
ら
棺
を
御
廟
の
石
槨
に
納

め
る
迄
の
葬
送
の
記
録
に
な
っ
て
い
ま
す
。『
常
憲
院
殿
御
実
紀
』
に
比
べ
挿
図
も
多

く
御
葬
送
の
内
容
を
具
体
的
に
知
る
記
録
に
な
っ
て
い
ま
す
。
関
連
の
部
分
を
引
い
て
み

ま
す
。延

寳
八
年
庚
申
五
月
六
日

征
夷
大
将
軍
右
大
臣
源
家
綱
公
御
病
重
ク
ナ
ラ
セ
タ
マ
ヒ
テ
御
世
ヲ

大
納
言
綱
吉
君
ニ
譲
ラ
セ
タ
マ
フ
都
鄙
マ
テ
モ
驚
キ
サ
ワ
ケ
ド
モ
カ
イ
ナ
ク
ツ
イ
ニ
八
日
未
ノ

刻
ニ
薨
シ
サ
セ
タ
マ
フ

今
大
君
二
丸
ニ
御
座
タ
マ
ヒ
テ
天
下
ノ
事
ヲ
モ
謀
リ
タ
マ
ヒ

先
大
君
ノ
御
葬
送
ノ
事
ヲ
モ

仰
下
サ
セ
タ
マ
フ

○
九
日

日
光
御
門
跡
江
上
使
ト
シ
テ
土
井
能
登
守
ヲ
遣
サ
ル
薨
御
ノ
趣
ヲ
仰
遣
サ
ル
且

又

御
遺
言
ニ
依
テ
東
叡
山
江
御
送
葬
ア
ル
ヘ
キ
由
相
達
セ
ラ
ル

○
十
日
大
久
保
加
賀
守
忠
朝
ヲ

御
前
ニ
召
テ
御
葬
送
并
ニ

御
法
會
總
奉
行
ヲ
仰
付

ラ
ル
寺
社
奉
行
板
倉
石
見
守
重
道
松
平
山
城
守
重
治
勘
定
奉
行
大
岡
五
郎
右
衞
門
清

重

ヲ
召
テ
御
法
會
ノ
事
ノ
仰
付
ラ
ル

○
十
一
日
東
叡
山

御
廟
所
御
普
請
ノ
手
傳
阿
部
美
作
守
ニ
仰
付
ラ
ル
加
賀
守
申
渡
ス

○
東
叡
山
ニ
テ
元
光
院
津
粱
院
圓
珠
院
寺
地
今
度

御
廟
所
御
用
地
ニ
召
上
ラ
ル
ゝ
ノ

旨
板
倉
石
見
頭
［
マ
マ
］
松
平
山
城
守
ニ
仰
渡
サ
ル

○
十
三
日
阿
倍
美
作
守
今
日
ヨ
リ

御
廟
所
御
普
請
ヲ
始
ム

十
七
日
晴

○
加
賀
守
石
見
守
山
城
守
五
郎
左
衛
門
等
本
坊
書
院
ニ
テ
御
廟
所
経
営
ノ
事
ヲ
議
ス
御

作
事
奉
行
青
木
遠
江
守
神
尾
若
狭
守
及
鈴
木
修
理
コ
レ
ニ
預
ル
但
シ
御
廟
所
経
営
ニ

ヨ
リ
御
作
事
奉
行
三
人
ノ
内
二
人
ツ
ヽ
毎
日
替
々
相
勤
ム

大
久
保
加
賀
守
忠
朝
が
御
法
会
の
総
奉
行
を
仰
付
ら
れ
、寺
社
奉
行
板
倉
石
見
守
重
道
、

松
平
山
城
守
重
治
、
勘
定
奉
行
大
岡
五
郎
右
衞
門
清
重
が
同
じ
く
御
法
会
の
執
行
を
仰
せ

つ
か
っ
て
い
ま
す
。

十
一
日
に
は
厳
有
院
の
霊
廟
を
上
野
寛
永
寺
内
の
大
猷
院
（
徳
川
家
光
）
霊
廟
の
隣
接

地
に
営
む
事
が
決
ま
り
、
そ
の
地
に
あ
っ
た
元
光
院
、
津
粱
院
、
圓
珠
院
の
寺
地
を
移
転

す
る
方
針
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

元
光
院
、
津
粱
院
、
圓
珠
院
の
位
置
を
延
宝
八
年
の
『
江
戸
方
角
安
見
図
』
か
ら
確
認

し
て
お
き
ま
す
。
図
中
央
寛
永
寺
の
本
坊
は
、
現
在
の
上
野
の
国
立
博
物
館
の
所
在
地
で

す
。
津
粱
院
、
元
光
院
の
上
側
の
部
分
が
崖
線
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
今
の
鶯
谷
の
方
面

へ
下
っ
て
い
く
部
分
で
、
明
治
以
降
こ
の
崖
線
を
削
っ
て
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
た
の
は
ご
存

じ
の
通
り
で
す
。
後
の
議
論
と
の
関
連
で
、
こ
こ
で
は
津
粱
院
に
つ
い
て
考
察
を
し
て
お



き
ま
す
。

津
梁
院
に
つ
い
て
は

山
澤
学
氏
の
「
上
野
東

叡
山
に
お
け
る
弘
前
藩

津
軽
家
御
廟
所
祭
祀
の

確
立
過
程
」（
浪
川
健
治

編
『
近
世
武
士
の
生
活
と
意

識
』
二
〇
〇
四
年
一
〇
月

岩
田
書
店
）
に
要
領
よ
く

纏
め
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
引
い
て
お
き
ま
す
。

津
梁
院
は
、
寛
永
年

間(

一
六
二
四
ー
四
四
）、

法
印
本
祐
の
開
基
と
さ

れ
る
。（
中
略
）
津
梁
院
は
、
津
軽
家
三
代
信
義
を
開
基
檀
那
と
し
、
寛
永
八
年
正
月

十
四
目
の
没
後
に
浅
草
の
常
福
寺
に
葬
ら
れ
た
、
二
代
信
枚
の
「
塔
」
を
遷
す
こ
と
に

よ
り
成
立
し
た
。
そ
の
号
は
、
信
枚
の
法
名
津
梁
院
殿
権
大
僧
都
寛
海
に
由
来
す
る
。

津
梁
は
「
津
軽
ノ
棟
梁
」
か
つ
衆
生
済
度
の
意
、
寛
海
の
寛
は
寛
永
寺
の
寛
、
海
は
天

海
の
「
海
ノ
一
字
」
を
賜
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
寺
地
は
、
後
の
厳
有
院
殿
御
霊
屋
二

天
門
傍
の
空
き
地
周
辺
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
延
宝
八
年(

一
六

八
〇
）
厳
有
院
殿
御
霊
屋
が
建
立
さ
れ
る
と
、
そ
の
別
当
に
補
せ
ら
れ
、
ま
た
、
寺
地

は
替
地
と
な
つ
た
。
元
禄
十
六
年(

一
七
〇
三
）
に
大
火(

十
一
月
二
十
九
日
の
地
震
火

事
か)

で
類
焼
後
再
建
、
さ
ら
に
宝
永
六
年(

一
七
〇
九)

五
代
将
軍
綱
吉
の
常
憲
院
殿

御
霊
屋(

十
日
御
仏
殿
、
二
之
御
霊
屋)

の
建
立
に
よ
っ
て
、
再
び
移
転
さ
せ
ら
れ
た
。

津
粱
院
は
津
軽
藩
三
代
藩
主
津
軽
信
義
が
造
営
し
、
法
印
本
祐
を
開
基
と
す
る
寺
で
、

津
軽
藩
の
菩
提
寺
と
も
成
っ
て
い
た
こ
と
で
、
移
転
に
際
し
て
は
津
軽
藩
と
幕
府
と
の
間

で
遣
り
取
り
が
行
わ
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。
此
の
経
緯
に
つ
い
て
は
前
記
の
山
澤
学
氏
の

論
考
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
の
で
そ
れ
に
譲
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
津
粱
院
の
墓
所

の
移
転
に
際
し
て
鈴
木
修
理
長
常
の
支
配
に
あ
っ
た
石
工
棟
梁
亀
岡
久
三
郎
と
関
わ
り
が

あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
に
留
め
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

霊
廟
経
営
に
つ
い
て
は
『
鈴
木
修
理
日
記
』（（
近
世
庶
民
生
活
史
料

未
刊
日
記
集

成
第
三
～
六
巻

以
下
『
修
理
日
記
』）
に
詳
し
い
記
述
が
あ
り
ま
す
。『
修
理
日
記
』

は
幕
府
の
作
事
奉
行
の
御
大
工
頭
鈴
木
長
常
、
長
頼
に
よ
る
記
録
で
す
が
、
記
録
の
中
に

図1 延宝8年「江戸方角安見図」

は
「
長
常
公
」
と
記
載
し
て
い
る
部
分
が
多
く
有
り
ま
す
の
で
大
部
分
は
長
頼
の
手
に
よ

っ
て
書
か
れ
た
物
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
編
者
の
保
田
晴
男
氏
の
解
題
か
ら
記
録
者
で
あ

る
鈴
木
修
理
父
子
に
つ
い
て
引
い
て
お
き
ま
す
。

こ
の
日
記
の
筆
者
は
、
鈴
木
修
理
長
常
・
同
修
理
長
頼
の
父
子
二
代
に
わ
た
っ
て
い

る
。
父
長
常
は
元
和
九(

一
六
二
三)

年
生
ま
れ
、
寛
永
十
二(

一
六
三
五)

年
に
家
督
を

継
い
で
、
元
禄
九(

一
六
九
六)

年
七
十
四
歳
で
没
し
、
子
の
長
兵
衛
長
頼
は
、
明
暦
元

(

一
六
五
五)

年
の
生
ま
れ
、
貞
享
三(

一
六
八
六)

年
に
跡
を
継
ぎ
、
宝
永
二(

一
七
〇
五)

年
五
十
一
歳
で
急
逝
す
る
。
こ
の
時
、
実
子
小
七
郎
幼
少
の
た
め
、
縁
戚
の
木
原
家
か

ら
養
子
、
新
五
兵
衛
長
範
を
迎
え
た
。
日
記
は
、
寛
文
十(

一
六
七
〇)

年
九
月
か
ら
、

途
中
欠
落
も
あ
る
が
、
宝
永
三
年(

一
七
〇
六)

十
二
月
ま
で
の
分
が
現
存
す
る
の
で
、

長
頼
没
後
の
約
一
年
間
の
記
事
は
、
こ
の
長
範
か
、
あ
る
い
は
そ
の
近
辺
の
者
の
手
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

鈴
木
父
子
二
代
の
「
修
理
」
は
、
幕
府
作
事
奉
行
の
配
下
、
御
大
工
頭
と
し
て
、
御

被
官
大
工
・
大
棟
梁
・
御
手
大
工
ほ
か
、
木
挽
・
壁
方
・
錺
方
・
鍛
冶
方
等
々
の
諸
職

を
従
え
、江
戸
城
内
外
の
殿
舎
諸
門
等
の
建
造
物
・
上
下
水
道
・
橋
梁
の
建
設
や
修
補
、

目
光
東
照
宮
な
ど
徳
川
家
ゆ
か
り
の
社
寺
・
霊
廟
の
造
営
や
修
築
、
更
に
絵
図
の
作
成

と
か
、
将
軍
家
の
葬
儀
や
仏
事
に
ま
で
も
従
事
し
た
。

大
工
頭
鈴
木
家
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
近
江
長
次
を
加
え
て
長
次
・
長
常
・
長
頼
三
代
の

事
績
と
し
て
語
る
方
が
良
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

江
戸
幕
府
の
大
工
頭
は
法
隆
寺
大
工
の
流
れ
を
汲
み
、
家
康
に
愛
さ
れ
た
天
才
工
匠
中

井
正
清
の
中
井
方
と
、
浜
松
大
工
の
流
れ
を
汲
み
秀
忠
に
重
用
さ
れ
た
木
原
吉
次
の
木
原

方
と
の
二
つ
の
大
き
な
勢
力
が
主
と
な
り
ま
す
。
木
原
吉
次
は
元
鈴
木
氏
、「
吉
次
遠
江

國
山
名
郡
木
原
村
に
住
せ
し
よ
り
家
号
を
木
原
に
あ
ら
た
む
。」
と
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』

に
あ
り
ま
す
。

こ
の
木
原
方
と
鈴
木
長
次
と
の
関
わ
り
と
大
工
頭
を
巡
る
時
代
の
流
れ
を
内
藤
昌
氏
の

『
近
世
大
工
の
美
学
』（
昭
和
五
六
年
ぺ
り
か
ん
社
）
か
ら
少
し
長
く
な
り
ま
す
が
引
用

し
て
見
ま
す
。

家
康
を
後
楯
に
し
た
中
井
方
に
か
わ
っ
て
、
秀
忠
側
近
の
譜
代
大
工
集
団
＝
木
原

方
が
台
頭
す
る
。
中
井
正
清
の
死
は
、
そ
の
建
築
界
の
新
し
い
動
向
を
決
定
的
な
も

の
に
し
た
。

そ
も
そ
も
木
原
方
は
、
天
正
一
八
年
（
一
五
九
○)

家
康
の
関
東
御
入
国
以
来
、
江

戸
城
大
手
前
に
常
普
請
小
屋
を
構
え
、
城
中
・
城
下
の
建
設
に
あ
た
っ
て
き
た
。
木



原
家
は
初
代
＝
吉
勝
が
家
康
の
祖
父
＝
清
康
に
仕
え
て
よ
り
徳
川
家
の
部
将
と
し
て

活
躍
し
て
お
り
、
三
代
＝
吉
次
の
と
き
、
普
請
方
の
惣
奉
行
と
な
り
、
主
と
し
て
徳

川
家
の
建
設
工
事
を
管
理
す
る
役
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
大
工
集
団
と

し
て
の
木
原
方
の
成
立
は
、
三
代
＝
吉
次
か
ら
で
、
天
正
二
十
年
武
蔵
新
井
宿
村(

東

京
都
大
田
区
）
に
四
百
四
十
石
の
采
地
を
拝
領
、
建
設
官
僚
と
し
て
三
河
以
来
の
譜

代
大
工
衆
を
支
配
し
た
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
木
原
吉
次
は
中
井
正
清
の
よ
う
に
一
般
に
い
う
技

術
者
で
な
い
点
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
技
術
的
な
面
で
の
補
佐
役
と
し
て
、
木
原
家
の

縁
者
＝
鈴
木
近
江
守
長
次
を
あ
て
た
の
で
あ
る
。
鈴
木
家
は
三
河
国
足
助
の
出
身
で
、

木
原
吉
次
と
と
も
に
江
戸
城
下
に
移
住
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
慶
長
七
年
吉
次
の
あ

と
木
原
家
四
代
を
継
ぐ
べ
き
子
の
重
次
が
早
世
、
加
え
て
吉
次
も
慶
長
一
五
年
死
去

す
る
。
不
幸
は
さ
ら
に
続
き
、
五
代
を
継
い
だ
重
義
も
二
年
後
の
慶
長
一
七
年
他
界
、

わ
ず
か
四
歳
の
六
代
＝
義
久
が
木
原
家
の
当
主
と
な
る
。
そ
こ
で
鈴
木
長
次
は
若
年

の
義
久
を
助
け
、
そ
の
名
代
と
し
て
木
原
方
を
統
率
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。（
中

略
）
二
元
政
治
の
解
消
は
木
原
方
を
江
戸
建
築
界
の
雄
と
な
し
、
そ
の
統
帥
と
し
て

の
長
次
は
、『
御
大
工
頭
木
原
家
由
緒
書
』
に
よ
る
と
常
に
将
軍
秀
忠
に
宿
直
し
、
御

用
を
う
け
た
ま
わ
っ
た
と
い
う
。
か
つ
て
家
康
に
信
任
あ
っ
た
中
井
正
清
を
思
わ
せ

る
も
の
が
あ
る
。（
中
略
）
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇)

に
は
五
〇
〇
石
を
拝
領
、
建
築

界
で
は
木
原
義
久
の
七
五
〇
石
に
次
ぐ
重
用
で
あ
る
。
将
軍
秀
忠
は
寛
永
九
年
正
月

死
去
す
る
が
、
そ
の
台
徳
院(

秀
忠
の
法
名)

霊
廟
工
事
に
は
木
原
義
久
と
と
も
に
鈴
木

長
次
は
副
奉
行
を
務
め
る
。
こ
の
直
後
の
一
〇
月
二
日
に
は
、
幕
府
の
建
築
工
事
い

っ
さ
い
を
担
当
す
る
恒
常
的
な
役
所
と
し
て
「
作
事
方
」
が
設
置
さ
れ
る
が
、
義
久

・
長
次
と
も
ど
も
正
式
に
「
御
大
工
頭
」
と
な
り
、
以
来
久
し
く
木
原
・
鈴
木
の
両

家
は
、
江
戸
建
築
界
の
総
元
締
と
し
て
の
地
位
を
え
る
の
で
あ
る
。

『
修
理
日
記
』
の
中
で
、｢

内
匠｣

と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
明
暦
三
年
に
木
原
義
久
を
継

い
だ
重
弘
で
、
御
小
納
戸
、
布
衣
に
進
み
後
元
禄
十
年
に
は
千
五
十
石
を
領
知
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。（『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
千
五
百
）

鈴
木
修
理
大
夫
父
子
の
立
ち
位
置
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
『
修
理
日
記
』
か
ら
『
日
録
』

に
該
当
す
る
部
分
の
記
事
を
書
き
抜
い
て
み
ま
す
。『
日
録
』
と
違
う
の
は
、
家
綱
の
逝

去
が
報
じ
ら
れ
る
と
、
次
の
将
軍
で
あ
る
綱
吉
の
居
住
す
る
二
之
丸
の
御
休
息
之
間
の
前

に
「
仮
之
御
雪
隠
」
を
設
置
し
た
り
、
家
綱
の
葬
送
に
使
わ
れ
る
「
御
棺
之
寸
法
之
儀
」

に
つ
い
て
手
配
を
し
た
り
、
御
本
丸
の
改
装
に
つ
い
て
伺
い
を
出
し
た
り
と
、
実
務
の
仕

事
が
多
く
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

九
日

丁
酉

霽

辰
刻
登
城
候
処
、
家
綱
尊
君
、
咋
八
日
申
刻
、
御
薨
去
被
遊
候
由
被
仰
出
有
之
、
諸
人

驚
歎
、
石
川
美
作
守
殿
、
御
棺
之
御
用
抔
被
仰
付
、
御
老
中
之
御
前
江
も
出
、
御
法
事

之
御
用
被
仰
付
、
明
日
、
絵
図
等
持
参
候
様
ニ
被
仰
、
御
退
出
、
二
之
御
丸
江
参
、
大

納
言
様
御
機
嫌
奉
伺
、
退
出
。

十
日

戊
戌

雨
降

卯
刻
、
二
之
丸
江
罷
出
、
御
休
息
之
間
前
ニ
、
仮
之
御
雪
隠
出
来
、
小
細
工
方
ゟ
仕
、

一
扁
見
廻
り
、
御
本
丸
江
罷
出
。

一
、
御
棺
之
寸
法
之
儀
、
弐
尺
五
寸
四
方
、
高
サ
□(

欠)

ニ
可
仕
候
、
御
束
躰(

帯)

ニ

而
被
為
入
候
筈
之
由
、
石
川
美
作
守
殿
被
仰
渡
、
則
申
付
、
晩
方
出
来
、
御
入
棺
之
由
、

石
灰
斗
斗(

マ
マ
）
入
五
、
朱
十
七
貫
目
、
都
合
二
拾
弐
貫
目
。

津
梁
院
・
元
光
院
・
円
珠
院
の
地
に
御
廟
所
を
営
む
事
に
つ
い
て
は
、
十
日
の
段
階
で

老
中
の
前
で
上
野
の
絵
図
を
元
に
建
物
の
配
置
に
つ
い
て
の
構
想
が
練
ら
れ
、
現
場
の
見

分
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
廟
所
の
概
略
図
は
翌
日
迄
に
仕
上
げ
ら
れ
、
老
中
、
作
事
奉
行

の
前
で
披
見
さ
れ
「
御
廟
は
今
少
岸
を
去
可
然
之
由
」
と
の
条
件
で
了
承
さ
れ
ま
す
。

従
っ
て
『
日
録
』
で
は
、
十
一
日
の
条
に
「
元
光
院
津
粱
院
圓
珠
院
寺
地
今
度

御
廟

所
御
用
地
ニ
召
上
ラ
ル
ゝ
ノ
旨
」
と
記
載
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。

一
、
御
老
中
御
前
江
罷
出
、
上
野
御
絵
図
披
之
、
御
廟
之
場
之
義
奉
伺
候
処
ニ
、
津
梁

院
・
元
広
［
光
］
院
・
円
寿(

珠)

院
一
門
ニ
入
、
岸
之
方
十
間
程
置
、
御
廟
所
ニ
仕
、
夫

ゟ
段
〻
ニ
御
仏
殿
・
御
拝
殿
・
御
唐
門
又
は
勅
額
門
と
仕
来
候
為
、兎
角
間
数
等
相
改
、

場
所
見
分
可
然
之
由
、
大
久
保
加
賀
守
殿
御
出
之
筈
ニ
付
、
内
匠
・
余
も
帰
宿
、
御
被

官
杉
本
五
左
衛
門
・
内
山
清
左
衛
門
・
当
番
前
沢
藤
兵
衛
・
飛
騨
召
連
参
、
御
本
坊
待

合
、
青
木
遠
江
守
殿
・
神
尾
若
狭
守
殿
・
大
井
新
右
衛
門
殿
御
越
、
小
菅
伊
右
・
須
田

次
郎
左
被
参
、
追
付
加
賀
守
殿
御
出
、
右
之
院
々
御
覧
、
委
細
間
数
相
改
、
差
図
ニ
付
、

明
朝
、
二
之
御
丸
江
持
参
候
様
ニ
と
被
仰
、
御
帰
、
何
も
罷
帰
。

一
、
大
久
保
加
賀
守
義
、
昨
日
、
於
二
之
御
丸
、
今
度
御
法
事
惣
奉
行
、
御
直
被
仰
付
。

一
、
板
倉
石
見
守
・
松
平
山
城
守
・
大
岡
五
郎
右
衛
門
、
是
又
御
法
事
之
役
人
被
仰
候
。

十
一
日

己
亥

霽

卯
刻
、
内
匠
同
道
、
小
細
工
所
江
見
廻
り
、
御
棺
覆
出
来
際
見
分
、
従
夫
、
加
賀
守
殿

江
参
候
処
、
於
途
中
、
大
新
右
衛
門
殿
江
逢
。
同
道
参
、
加
賀
守
殿
掛
御
目
、
絵
図
御

覧
、
一
段
能
有
之
候
間
、
二
之
御
丸
江
持
参
候
様
ニ
と
被
仰
、
御
廻
郎
（
廓
）
は
御
唐

門
ニ
付
可
然
之
由
被
仰
付
、
二
之
御
丸
ニ
而
、
直
御
老
中
御
本
丸
江
御
越
被
成
付
、
罷

越
。



一
、
午
后
刻
、
溜
り
江
御
老
中
御
出
、
三
人
共
ニ
罷
出
、
作
事
奉
行
も
被
出
、
絵
図
掛

御
目
候
処
ニ
、
一
段
之
由
、
御
廟
は
今
少
岸
を
去
可
然
之
由
、
美
濃
守
殿
被
仰
、
阿
美

作
守
殿
手
伝
被
仰
付
、
同
道
上
野
へ
参
、
絵
図
等
申
付
、
帰
。

十
七
日

乙
巳

霽

卯
刻
、
目
付
衆
・
美
作
守
殿
、
御
用
候
間
、
早
〻
登
城
候
様
ニ
と
申
来
、
二
之
御
丸
江

罷
越
候
処
ニ
、
松
因
幡
守
殿
御
出
、
昨
日
差
上
候
絵
図
少
〻
御
好
有
之
、
直
候
ハ
ヾ
早

〻
差
上
候
様
ニ
と
被
仰
、
退
出
、
申
刻
、
内
匠
被
致
持
参
、
登
城
之
処
、
何
も
退
出
故
、

被
帰
候
由
、
余
は
上
野
本
坊
長
常
公
御
部
屋
江
見
廻
、
七
郎
兵
同
道
、
申
后
刻
帰
、
内

匠
江
寄
。

『
日
録
』
で
は
十
七
日
に
寛
永
寺
本
坊
で
霊
廟
経
営
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、『
修
理
日
記
』
に
は
記
載
が
有
り
ま
せ
ん
。
長
頼
は
「
余
は
上
野
本
坊
長
常

公
御
部
屋
江
見
廻
」「
申
后
刻
帰
」
と
書
い
て
い
ま
す
の
で
、
修
理
長
常
は
寛
永
寺
本
坊

に
詰
め
て
い
て
、
こ
こ
で
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
の
で
す
が
、
長
頼
は
同
席
し
て
い
な
い

の
で
記
述
が
無
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

『
常
憲
院
殿
御
実
紀
』
で
は
厳
有
院
の
御
葬
儀
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
霊
廟
造
営
に
関

す
る
記
述
は
、
造
営
総
督
の
任
命
、
上
棟
、
造
営
の
完
成
に
伴
う
行
賞
の
記
述
に
限
ら
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
後
は
厳
有
院
の
一
周
忌
の
法
要
の
記
事
に
繋
が
り
ま
す
。

○
七
月
廿
九
日

大
久
保
加
賀
守
忠
朝

靈
廟
造
営
の
総
督
仰
付
ら
れ
。（
大
久
保
）
兵
九
郎
忠
直
。（
坂

本
）
小
左
衛
門
重
治
。（
松
平
）
伝
左
衛
門
利
正
も
。
そ
の
こ
と
に
あ
づ
か
る
べ
し
と

命
せ
ら
る
。

○
天
和
元
年
四
月
廿
一
日

此
日

嚴
有
院
殿
靈
廟
上
棟
并
に
安
鎮
あ
り
。
事
に
あ
づ
か
る
と
も
が
ら
監
臨
し
。
大

工
鈴
木
修
理
に
行
平
御
太
刀
一
振
。
鞍
馬
一
匹
給
ふ
。

○
廿
六
日

嚴
有
院
殿
露
廟
成
功
を
も
て
。
大
目
付
内
藤
新
五
郎
正
方
。
坂
本
右
衛
門
佐
重
治
。
町

奉
行
北
條
新
藏
氏
平
。
鑓
奉
行
酒
井
小
平
次
忠
村
。
持
弓
頭
秋
山
十
右
衛
門
正
房
。
持

筒
頭
久
永
源
兵
衛
重
之
。
落
合
源
右
衛
門
道
勝
。
堀
田
五
郎
左
衛
門
一
輝
。
寄
合
松
平

右
近
將
監
利
正
。
大
久
保
伊
豫
守
忠
直
。
儒
員
人
見
友
元
宜
卿
に
各
金
。
時
服
羽
織
等

を
た
ま
ひ
。
又
右
筆
。
小
普
請
奉
行
。
賄
頭
。
勘
定
組
頭
。
代
官
。
大
工
頭
。
植
木
奉

行
。
被
官
大
工
頭
。
同
大
工
。
手
大
工
頭
等
に
も
。
金
銀
、
時
服
た
ま
ふ
こ
と
差
あ
り
。

酒
井
左
衛
門
尉
忠
義
も
人
夫
出
し
た
る
を
も
て
。
そ
の
事
に
あ
つ
か
る
家
人
に
。
時
服
。

羽
織
。
銀
た
ま
ふ
。

〇
五
月
八
日
東
叡
山
の

靈
廟
に
御
詣
あ
り
。
御
束
帯
に
て
御
轅
奉
る
。
五
位
以
上
み

な
行
列
に
参
り
。
使
番
櫻
井
庄
之
助
勝
正
。
石
尾
七
兵
衞
氏
一
は
じ
め
六
人
随
身
つ
か

ふ
ま
つ
り
。
諸
老
臣
并
に
石
川
美
作
守
乗
政
。
御
側
牧
野
備
後
守
成
貞
。
其
外
四
品
以

上
の
と
も
が
ら
豫
参
し
。（
後
略
）

『
修
理
日
記
』
は
勿
論
造
営
の
中
心
と
な
っ
た
大
工
頭
の
記
録
で
す
か
ら
、
造
営
に
到

る
経
過
を
か
な
り
詳
し
く
記
述
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
厳
有
院
廟
奥
院
宝
塔
に
使
用
さ
れ

る
宝
塔
石
が
伊
豆
か
ら
海
路
江
戸
に
着
き
、
上
野
に
運
び
込
ま
れ
組
み
上
げ
ら
れ
て
行
く

様
子
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
と
い
う
の
は
関
東
ロ
ー
ム
層
の
上
に
乗
る
扇
状

台
地
で
す
か
ら
、
そ
も
そ
も
石
材
と
い
う
物
が
身
近
に
有
り
ま
せ
ん
。
江
戸
城
石
垣
の
造

営
を
初
め
殆
ど
の
石
材
は
伊
豆
か
ら
運
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
後
に
見
る
よ
う
に
諸
大
名
が

献
納
す
る
石
灯
籠
の
石
材
も
多
く
伊
豆
で
切
り
出
さ
れ
江
戸
ま
で
運
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

厳
有
院
宝
塔
関
連
の
記
事
を
『
修
理
日
記
』
か
ら
書
き
抜
い
て
み
ま
す
。
こ
こ
で
足
代

と
は
、
足
場
の
こ
と
で
す
。

○
延
享
九
年
三
月

十
九
日

御
笠
石
上
野
へ
着
。

廿
九
日

今
日
、
御
宝
塔
御
地
盤
石
引
居
ル
。

四
月
朔
日

上
野
江
参
、
加
賀
守
御
出
、
今
日
、
御
宝
塔
足
代
致
、
暮
合
御
帰
、

四
日

上
野
へ
罷
越
、
今
日
御
宝
塔
御
胴
筒
石
建
、
加
賀
守
殿
も
御
出
、
暮
前
御
帰
り
。

八
日

今
日
、
御
笠
石
足
代
半
バ
引
上
ル
、
加
賀
守
殿
御
出
、
御
霊
前
江
も
参
詣
。

九
日

上
野
へ
出
、
御
笠
石
、
未
刻
無
相
違
被
為
上
、
相
済
、
帰
、

廿
二
日

酉
刻
、
御
宝
塔
江
御
尊
体
奉
納
、
加
賀
守
殿
・
三
人
之
奉
行
衆
・
長
常
公
・

内
匠
・
自
分
立
合
、
長
は
か
ま
、
何
も
衣
冠

こ
れ
に
先
立
つ
閏
八
月
廿
二
日
の
項
に
は
「
今
日
、
石
屋
久
三
郎
、
自
伊
豆
帰
候
由
ニ

而
、
参
」
と
有
り
ま
す
し
、
三
月
の
八
日
に
は
久
能
山
に
居
た
鈴
木
修
理
の
元
へ
江
戸
か

ら
「
亀
岡
久
三
郎
方
ヨ
リ
飛
脚
差
越
。」
と
あ
り
ま
す
。
久
三
郎
か
ら
宝
塔
の
仕
上
げ
の

予
定
を
知
ら
せ
て
き
た
物
と
思
わ
れ
ま
す
。

高
木
浅
雄
氏
は
伊
豆
の
石
切
文
書
の
発
掘
と
調
査
に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た

が
、『
戸
田
村
の
石
切
文
書
』（「
沼
津
市
博
物
館
紀
要

」
平
成
元
年3

月3
0

日
）
に
沼

13

津
市
西
浦
古
宇
の
尾
張
家
丁
場
の
一
つ
「
髙
丁
場
」
に
残
さ
れ
た
不
動
明
王
に
刻
ま
れ
た

銘
文
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。



右
側

「
厳
有
院
殿
様
御
宝
塔
石
當
山
御
出
来
奉
以
御
同
石
作

伊
奈
兵
右
衛
門
□
□
」

御
山
出
御
船
廻
御
奉
行

同

兵

□
□
□

左
側延

宝
九
辛
酉
暦
正
月
八
日

御
石
作
師

□宮
□岡
久
三
郎

金
子
浩
之
氏
は
『
近
世
大
名
墓
の
制
作｜

徳
川
将
軍
家
墓
標
と
伊
豆
石
帳
場
を
中
心
に

｜

』（『
近
世
大
名
墓
の
世
界
』「
季
刊

考
古
学
別
冊

雄
山
閣)

の
中
で
、
こ
の
不
動

20

明
王
像
に
言
及
し
、

御
山
出
御
船
廻
御
奉
行
を

伊
奈
兵
右
衛
門
忠
易
、
同

兵

□
□
忠
至

御
石
作
師
を

亀
岡
久
三
郎

と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
亀
岡
久
三
郎
は
先
に

書
い
た
よ
う
に
厳
有
院
霊
廟

造
営
の
石
工
の
責
任
者
で
す
。

お
そ
ら
く
、
石
工
を
率
い
て

井
田
村
ま
で
出
向
き
宝
塔
石

の
荒
仕
上
を
し
て
江
戸
に
送

り
出
す
監
督
を
し
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
宝
塔
石

を
切
り
出
す
際
に
出
た
余
材

で
不
動
明
王
像
を
刻
み
記
念

に
据
え
た
物
と
思
わ
れ
ま
す
。

先
ほ
ど
紹
介
し
た
「
覚
」
の
続
き
の
部
分
に
は
「
申
酉
両
年
、
伊
豆
國
江
罷
越
、
御
石

御
用
相
勤
申
候
」
と
有
り
ま
す
が
、
そ
の
記
述
が
こ
れ
に
当
た
る
物
と
思
わ
れ
ま
す
。

付
け
加
え
て
お
け
ば
、
厳
有
院
霊
廟
の
奥
院
宝
塔
は
貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年
五
月
に

鋳
銅
製
に
作
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
の
石
造
宝
塔
は
現
存
し
ま
せ
ん
。

宝
塔
以
外
の
仏
殿
作
事
関
係
の
流
れ
を
『
修
理
日
記
』
か
ら
見
て
お
き
ま
す
。

十
一
月
朔
日

今
日
は
御
仏
殿
下
、
亀
腹
石
居
之
、
及
暮
御
帰
、
西
之
方
ニ
望
気
見
ル
。

廿
五
日

卯
刻
、
長
常
公
御
供
申
、
古
忠
同
道
上
野
へ
参
、
辰
刻
、
御
仏
殿
御
柱

写真 1 不動明王像

立
・
上
棟
迄
仕
廻
之
、
未
后
刻
、
加
賀
守
殿
御
出
、
及
暮
御
帰
、

延
宝
九
年
正
月
十
二
日

午
刻
、
椎
名
伊
与
方
江
参
、
今
日
は
御
尊
体
奉
鋳
付
、
何
も

参
、
直
ニ
帰
、
長
常
公
は
上
野
へ
御
越
、
申
后
刻
御
帰
。

四
月
廿
日

今
日
、
透
と
御
掃
除
迄
出
来
ニ
付
、
美
濃
殿
・
因
幡
殿
・
豊
後
殿
・
筑

前
殿
・
備
後
殿
御
出
、
御
覧

御
仏
殿
の
上
棟
式
を
前
に
掃
除
を
済
ま
せ
、
準
備
は
整
い
ま
す
。
上
棟
式
の
儀
式
の
内

容
が
面
白
い
の
で
詳
し
く
書
き
抜
い
て
お
き
ま
す
。

廿
一
日

甲
辰

霽

卯
刻
、
上
棟
之
事
整
而
、
輪
王
寺
二
品
法
親
王
、
御
拝
殿
之
右
之
方
ニ
上
畳
ヲ
敷
、

御
着
座
、
同
左
之
方
巽
、
隅
ニ
奉
行
大
久
保
加
賀
守
・
営
監
酒
井
左
衛
門
尉
・
寺
社

奉
行
水
野
右
衛
門
太
夫
・
稲
葉
丹
後
守
・
松
平
山
城
守
列
座
、（
中
略
）
右
ノ
方
階
上

ニ
大
工
頭
鈴
木
修
理
、
仮
ノ
大
紋
ニ
テ
罷
在
、
其
ノ
後
ニ
木
原
内
匠
・
鈴
木
長
兵
衛
罷

在
、
階
下
ニ
大
工
棟
梁
鶴
飛
騨
大
紋
ヲ
着
シ
罷
在
、
雇
従
之
小
工
、
御
唐
門
之
左
右
、

向
拝
下
石
ノ
間
罷
在
、
各
着
素
袍
、
壱
人
之
小
工
金
銀
紅
ノ
幣
ヲ
持
、
飛
騨
が
際
ニ
有
、

さ
て
座
定
而
後
、
小
工
壱
人
膝
突
ヲ
階
下
ニ
敷
、
其
時
飛
騨
座
を
立
而
、
膝
突
ノ
上
ニ

登
り
、
件
之
金
銀
紅
之
幣
ヲ
戴
キ
、
五
返
之
ふ
り
、
幣
軸
ヲ
以
て
板
縁
を
な
ら
し
、

其
相
図
［
合
図
］
を
、
御
廊
下
罷
在
小
工
声
を
合
、
其
音
ヲ
聞
、
四
方
ニ
居
所
之
小
工

共
一
同
ニ
槌
ヲ
う
つ
、
如
此
す
る
事
三
度
ニ
を
よ
び
、
事
終
ル
、

廿
三
日

丙
午

霽

大
炊
御
門
内
府
・
油
小
路
大
納
言
・
日
野
中
納
言
・
愛
宕
三
位
、
束
帯
ニ
而
参
伺
、

長
柄
、
於
勅
額
門
外
下
ル
、
勅
額
掛
之
、（
下
略
）

四
月
二
十
三
日
に
勅
額
門
に
勅
使
に
よ
り
勅
額
が
掲
げ
ら
れ
て
、
五
月
八
日
の
一
周
忌

を
前
に
し
た
仏
殿
造
営
の
仕
事
が
終
わ
り
ま
す
。

２
．
石
工
棟
梁
亀
岡
久
三
郎
の
こ
と

幕
府
作
事
方
大
工
頭
鈴
木
家
に
つ
い
て
は
田
辺
泰
氏
や
内
藤
昌
氏
の
業
績
が
あ
り
ま
す

が
、
石
工
棟
梁
の
亀
岡
家
に
つ
い
て
は
今
ひ
と
つ
明
確
な
像
を
結
べ
な
い
ま
ま
で
い
ま
し

た
。そ

ん
な
中
で
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
亀
岡
伊
豫
か
ら
府
内
の
店
持
の
石
工
職
人
三

〇
〇
人
を
差
し
出
さ
せ
国
役
を
申
し
付
け
ら
れ
た
い
と
い
う
願
書
が
出
さ
れ
、
詮
議
の
記

録
が
有
る
事
が
判
り
ま
し
た
。
出
典
は
『
安
永
撰
要
類
集
』
で
『
東
京
市
史
縞
産
業
編
29

』
に
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。



以
二
書
付
一
奉
二
願
上
一
候

乍
レ
恐
私
儀
先
祖
、
台
徳
院
様
御
代
元
和
年
中
よ
り
石
方
棟
梁
相
勤
、
其
頃
は
石
切
職

人
壹
人
に
付
、
作
料
飯
米
共
米
六
升
七
合
宛
被
二
下
置
一
、
石
切
職
人
支
配
仕
、
御
米

作
料
二
て
出
兼
候
を
、
私
方
よ
り
触
流
、
御
當
地
遠
國
近
國
御
用
奉
二
相
勤
一
候
處
、

慶
安
年
中
大
猷
院
様
御
棺
日
光
え
入
御
被
レ
爲
レ
遊
候
砌
日
光
え
罷
越
、
御
石
棺
御
寳

塔
御
用
被
レ
爲
二
仰
付
一
、
御
幕
之
内
迄
相
詰
、
御
用
向
奉
二
相
勤
一
候
。
右
御
用
相
濟
、

先
組
久
兵
衛
久
三
郎
父
子
共
御
城
え
被
レ
爲
レ
召
、
酒
井
讃
岐
守
殿
・
松
平
伊
豆
守
殿

御
列
座
、
御
宝
塔
并
御
石
棺
大
御
用
無
レ
滞
相
勤
候
儀
被
レ
達
二
御
上
聞
一
、
爲
二
御
褒

美
一
、
久
兵
衛
え
御
紋
付
時
服
御
羽
織
御
金
五
百
兩
、
伜
久
三
郎
え
御
時
服
ニ
ツ
拝
領

仕
候
。
其
後
御
普
請
場
御
成
之
節
は
、
父
子
共
御
目
通
え
罷
出
、
度
々
御
目
見
仕
候
。

明
暦
年
中
大
火
之
節
、
御
本
丸
御
普
請
之
石
山
切
出
存
知
寄
書
、
先
組
久
兵
衛
久
世

大
和
守
殿
え
御
直
二
奉
二
差
上
一
候
處
、
御
忠
節
被
レ
爲
二
思
召
一
、
相
州
豆
州
兩
所
え

御
證
文
被
レ
下
、
石
方
手
代
差
遣
、
追
々
着
石
御
普
請
初
御
座
候
二
付
、
御
褒
美
被
レ

爲
二
仰
渡
一
候
。
其
後
御
扶
持
方
拝
領
屋
敷
共
被
二
下
置
一
、
今
以
相
勤
來
候
。（
下
略
）

前
書
之
通
私
儀
、
乍
レ
恐
御
代
々
石
方
棟
梁
職
之
處
、
職
人
無
二
御
座
一
、
勘
辮
も
出

来
兼
候
二
付
、
何
卒
町
中
石
工
見
世
持
共
御
國
役
相
勤
さ
せ
候
様
爲
レ
仕
度
、
此
段
奉

二
願
上
一
候
。
以
上
。

天
明
三
卯
年
十
一
月

石
方
棟
梁

龜
岡
伊
豫
印

こ
こ
で
は
、
元
和
以
来
石
工
棟
梁
を
務
め
て
い
た
こ
と
と
、「
御
代
々
石
方
棟
梁
職
之

處
、
職
人
無
二
御
座
一
」
と
い
う
所
が
気
に
掛
か
り
ま
す
。
明
暦
の
大
火
の
時
に
忠
勤
に

励
ん
だ
と
い
う
部
分
は
後
に
触
れ
ま
す
。

亀
岡
久
三
郎
に
つ
い
て
目
を
開
か
せ
ら
れ
た
の
は
こ
こ
で
も
山
澤
学
氏
の
論
考
で
す
。

（『
徳
川
家
霊
廟
建
築
の
私
的
分
析
ー
入
札
と
投
機
の
時
代
史
ー
』「
関
東
近
世
史
研
究
」

第
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月
）

53山
澤
学
氏
は
亀
岡
久
兵
衛
・
久
三
郎
父
子
の
請
負
御
用
を
「「
投
機
的
」
職
人
・
商
人

の
実
像
の
例
と
し
て
追
っ
て
い
て
、
二
つ
の
資
料
を
元
に
石
工
棟
梁
亀
岡
家
の
実
像
を
追

求
し
て
い
き
ま
す
。

一
つ
は
『
修
理
日
記
』
巻
五
十
六
の
宝
永
元
年
十
月
六
日
の
項
に
書
き
写
さ
れ
た
「
覚
」

で
す
。

依
御
尋
乍
憚
申
上
候
覚

御
石
方
亀
岡
久
三
郎

拙
者
儀
祖
父
石
屋
久
兵
衛
、
於
御
当
地
御
城
御
普
請
所
々
御
石
垣
築
立
申
候
、
然
共

御
石
屋
と
申
ニ
而
ハ
無
御
座
候
、
父
久
兵
衛
義
、
佐
久
間
将
監
殿
御
作
事
奉
行
之
節

ゟ
、
御
石
方
御
用
相
勤
申
候
様
ニ
被
仰
渡
、
父
久
兵
衛
相
勤
候
内
ゟ
五
拾
四
年
、
石

方
御
用
無
懈
怠
相
勤
申
候
、
御
本
丸
・
西
之
御
丸
・
外
ケ
輪
御
石
垣
・
二
条
・
大
坂

御
城
・
駿
州
久
能
・
日
光
・
遠
国
近
国
御
社
堂
・
上
野
増
上
寺
御
用
、
其
外
目
立
申

候
御
石
垣
不
残
相
勤
申
候
、
先
年
日
光
御
宮
御
宝
塔
之
時
分
は
、
駿
州
久
能
御
用
ニ

罷
越
、
日
光
御
用
、
中
山
又
蔵
と
申
石
屋
相
勤
、
為
御
褒
美
御
知
行
被
下
之
候
、
今

程
此
子
孫
断
絶
仕
候
、
県
宗
知
モ
其
時
節
御
知
行
拝
領
仕
候
、
前
々
聢
御
支
配
之
御

方
無
御
座
候
処
ニ
、
元
禄
三
午
ノ
年
、
拾
五
年
以
前
、
日
光
御
石
御
用
相
勤
罷
帰
、

御
能
拝
見
被
仰
付
候
節
、
御
作
事
方
御
支
配
ニ
罷
成
候
、

以
上
。

申
十
月

中
山
又
蔵
、
県
宗
知
の
名
は
『
舊
記
』（『
日
光
山
輪
王
寺
史
』）
に
は

石
屋
又
藏
阿
形
五
郎
佐

と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、『
大
猷
院
殿
御
実
紀
』
に
は

石
工
縣
五
郎
作
。
石
屋
又
藏
へ
金
貳
万
兩
下
さ
れ
。
又
藏
に
は
月
俸
も
下
さ
る
。

と
有
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
石
工
の
棟
梁
を
務
め
た
者
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
書
付
に
は
更
に
亀
岡
父
子
が
幕
府
か
ら
請
け
負
っ
た
普
請
の
内
容
と
御
褒
美
、
拝

領
物
に
つ
い
て
編
年
的
に
書
き
記
し
た
「
覚
え
」
が
付
い
て
居
ま
す
。

山
澤
学
氏
は
こ
の
内
容
を
年
譜
の
形
で
整
理
し
て
纏
め
て
い
ま
す
の
で
、
縦
書
き
に
直

し
て
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

年
代

請
負
御
用

寛
永
十
七
年
～
同
十
八
年

駿
河
久
能
山
御
用

慶
安
四
年
～
承
応
元
年

日
光(

大
猷
院
廟)

御
普
請(

石
宝
塔)(

初
之
石
方
御
用)

明
暦
三
年

明
暦
大
火
後
の
伊
豆
・
相
模
御
用
石
出
し

延
宝
二
年

酒
井
空
因
忠
勝
菩
提
寺
牛
込
長
安
寺
に
御
手
水
鉢
寄
進

延
宝
四
年

芝
金
杉
新
堀
普
請

延
宝
八
年
～
天
和
元
年

上
野
（
厳
有
院
廟
）
御
普
請(

石
宝
塔)

伊
豆
御
石
御
用

天
和
三
年

日
光
東
照
宮
石
燈
籠
修
復
、
冬
木
屋
市
兵
衛
請
負
切
抜
石
矢
来
代
納

元
禄
二
年
～
同
三
年

日
光(

東
照
宮
・
大
猷
院
廟
造
替)

御
普
請
御
用(

長
畑
石
見
分)

元
禄
十
二
年

江
戸
石
切
方
職
人
の
肝
煎
に
任
命

宝
永
元
年

江
戸
城
石
垣
修
復
御
用（

表
１
石
屋
亀
岡
久
兵
衛
・
久
三
郎
の
請
負
御
用
）



表
に
も
あ
る
よ
う
に
元
禄
十
二
年
正
月
、
亀
岡
久
三
郎
は
前
田
文
四
郎
と
共
に
石
切

方
の
肝
煎
に
任
命
さ
れ
ま
す
。
先
に
掲
げ
た
天
明
三
年
の
「
書
付
」
の
中
で
「
元
和
年

中
よ
り
石
方
棟
梁
相
勤
」
と
有
り
ま
す
が
、『
江
戸
幕
府
役
職
武
鑑
編
年
集
成
』
で
見
る

限
り
『
役
職
武
鑑
』
に
亀
岡
久
三
郎
の
名
が
見
え
る
の
は
元
禄
十
五
年
の
「
正
統
武
鑑
」

で
▲
御
石
屋

亀
岡
久
三
郎

前
田
文
四
郎

の
記
述
が
有
り
ま
す
の
で
、
亀
岡
久
三
郎
が
公
的
に
幕
府
の
石
工
棟
梁
と
し
て
認
知
さ
れ

る
の
は
こ
の
元
禄
十
二
年
以
降
の
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

宝
永
二
年
の
「
宝
永
武

鑑
」
で
は
居
所
を
「
ひ
も

の
丁
」
と
し
て
い
ま
す
。

さ
て
こ
こ
ま
で
の
記
録

か
ら
見
る
限
り
、
亀
岡
久

三
郎
は
大
工
頭
支
配
下
の

石
工
職
人
の
肝
煎
職
人
の

様
に
思
わ
れ
ま
す
。「
覚
」
で
は
「
然
共
御
石
屋
と
申
ニ
而
ハ
無
御
座
候
」
と
有
り
、
又

先
に
紹
介
し
た
『
安
永
撰
要
類
集
』
に
納
め
ら
れ
た
天
明
三
年
の
「
願
書
」
に
は
「
御

代
々
石
方
棟
梁
職
之
處
、
職
人
無
二
御
座
一
」
と
有
り
ま
す
の
で
石
丁
場
か
ら
石
を
買
い

付
け
る
こ
と
も
せ
ず
、
職
人
を
抱
え
て
石
の
加
工
を
行
う
職
人
頭
で
も
無
い
と
言
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

程
の
分
限
者
で
有
る
よ

う
に
は
思
わ
れ
ま
せ

ん
。と

こ
ろ
が
山
澤
学
氏

は
も
う
一
つ
の
資
料
か

ら
亀
岡
久
三
郎
の
分
限

者
と
し
て
の
素
顔
を
示

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

杉
田
玄
白
が
書
い
た

『
後
見
草
』（『
史
籍
集

覧
』
第

册
す
み
や
書

17

房
一
九
六
八
年
）
の
上

に
「
龜
岡
石
見
入
道
宗

山
書
置
」
と
い
う
記
録

が
収
録
さ
れ
て
い
ま

図3 『むさしあぶみ』より

図2 宝永武鑑

す
。
書
き
出
し
に
「
正
徳
五
未
の
年
よ
り
五
十
九
年
前
酉
の
年
正
月
十
八
日
十
九
日
江
戸

大
火
事
書
酉
の
年
前
申
の
十
月
十
六
日
呉
服
町
火
元
大
市
と
申
者
の
家
よ
り
出
火
父
久
兵

衛
類
火
に
あ
ひ
申
候
事
參
年
目
亥
年
冬
御
本
丸
御
晋
請
御
作
事
御
出
來
御
移
徙
ま
て
の

事
」
と
有
り
ま
す
が
、
明
暦
三
年
の
江
戸
大
火
の
亀
岡
父
子
の
体
験
を
記
録
し
た
物
で
す
。

明
暦
三
年
の
大
火
の
前
年
「
明
暦
二
年
十
月
十
六
夜
十
時
ご
ろ
、
呉
服
町
二
丁
目
か
ら

出
た
火
は
、
激
し
い
北
西
の
風
に
乗
っ
て
八
丁
堀
ま
で
を
灰
に
し
、
翌
十
七
日
の
午
後
二

時
ご
ろ
、
よ
う
や
く
鎮
火
し
た
。
焼
失
町
数
四
十
八
、
類
焼
家
屋
八
百
九
十
八
。」（
黒

木
喬
『
明
暦
の
大
火
』
講
談
社
現
代
新
書
昭
和

年

月
）。
こ
の
火
事
で
、
父
亀
岡
久

52

12

兵
衛
の
中
橋
南
槇
町
の
屋
敷
も
焼
失
し
ま
し
た
。

此
屋
敷
二
年
前
に
悉
く
作
事
出
來
數
寄
屋
書
院
恰
合
よ
く
出
來
書
院
の
次
の
間
三
間
梁

に
四
間
此
坐
敷
舞
臺
に
成
橋
掛
り
も
三
間
風
呂
屋
上
階
の
亭
高
く
海
手
ま
て
見
ゆ
る
玄

關
式
臺
廣
く
料
理
の
間
居
間
奥
の
部
屋
共
内
證
ハ
惣
二
階
隨
分
勝
手
よ
き
住
居
に
致
し

候此
の
屋
敷
の
披
露
に
は
岡
部
美
濃
守
宣
勝
が
招
か
れ
、
こ
の
橋
掛
か
り
の
有
る
座
敷
舞

台
で
久
三
郎
も
二
番
シ
テ
を
勤
め
て
い
ま
す
。『
書
置
』
で
は
、
こ
こ
で
亀
岡
久
兵
衛
の

生
国
が
「
和
泉
」
で
有
る
事
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
明
暦
二
年
の
火
災
の
時
に
亀
岡
父
子
は
鉄
砲
洲
船
待
（
松
？
）
町
に
有
っ
た
下
屋

敷
に
逃
れ
ま
す
。

鐵
炮
洲
屋
敷
ハ
表
口
京
間
三
十
一
間
裏
行
四
十
三
間
の
所
書
院
數
寄
屋
小
坐
敷
舞
臺
居

間
小
書
院
玄
關
二
間
に
五
間
勝
手
共
に
よ
き
住
居
酒
井
修
理
太
夫
殿
被
成
下
候
間
隨
分

何
方
も
宜
有
之
候
申
の
十
月
十
六
日
の
夜
中
橋
居
屋
舖
類
火
に
及
ひ
候
得
共
何
も
不
殘

鐡
炮
洲
に
來
り
不
自
由
の
事
も
無
之
候
然
共
來
酉
の
正
月
御
本
丸
御
修
覆
御
用
鐵
炮
洲

よ
り
の
通
ひ
遠
く
在
之
候
に
付
年
内
中
橋
に
引
移
り
可
申
と
て
燒
屋
舗
へ
小
屋
掛
急
に

申
付
候
致
出
來
極
月
中
比
中
橋
へ
移
申
候
小
屋
住
居
の
不
自
由
な
る
年
を
取
申
候

鉄
砲
洲
の
屋
敷
の
造
作
も
可
な
り
念
の
い
っ
た
物
で
有
る
事
が
判
り
ま
す
。
し
か
し
翌

年
予
定
さ
れ
て
い
た
本
丸
修
復
の
作
事
の
た
め
に
は
、
鉄
砲
洲
は
遠
方
で
不
便
で
有
る
と

の
理
由
で
焼
け
跡
の
南
槇
町
の
屋
敷
跡
に
仮
屋
を
建
て
て
使
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
明
暦

三
年
の
大
火
で
は
こ
の
鉄
砲
洲
の
屋
敷
も
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
す
。

『
書
置
』
に
は
、
鉄
砲
洲
か
ら
焼
け
出
さ
れ
た
久
兵
衛
が
命
か
ら
が
ら
南
槇
町
に
辿
り

着
い
た
話
や
、
久
三
郎
の
見
分
が
細
か
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
此
の
外
に
鉄
砲
洲
の

屋
敷
か
ら
長
持
ち
に
入
れ
て
担
ぎ
出
し
た
二
千
両
を
失
っ
た
こ
と
や
、
阿
部
豊
後
守
に
用

立
て
て
い
た
千
五
百
両
や
屋
敷
の
恵
比
須
大
黒
へ
供
え
て
い
た
作
事
の
着
手
金
五
百
両
が



焼
け
残
っ
た
話
な
ど
、
亀
岡
父
子
が
大
き
な
資
産
を
持
っ
て
居
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
ま

す
。○

御
本
丸
燒
跡
御
大
老
衆
御
老
中
御
見
分
可
有
之
と
て
久
世
大
和
守
殿
御
案
し
元
祖

保
科
肥
後
守
殿
直
孝
掃
掃
頭
殿
大
專
院
雅
樂
頭
殿
空
印
讃
岐
守
殿
元
祖
松
平
伊
豆
守

殿
元
祖
阿
部
豐
後
守
殿
御
作
事
奉
行
三
人
御
普
請
奉
行
三
人
御
勘
定
頭
鈴
木
修
理
木

原
内
匠
御
被
官
片
山
源
右
衛
門
を
初
大
勢
父
久
兵
衛
自
分
ま
て
御
供
廿
日
不
殘
燒
跡

御
見
分
御
廻
り
御
本
丸
中
仕
切
北
之
方
御
天
守
臺
ま
て
の
内
燒
死
人
餘
程
有
之
右
御

見
分
前
に
俵
に
仕
置
侯

大
火
後
大
老
・
老
中
衆
が
本
丸
の
焼
け
跡
を
見
分
し
た
際
に
は
、「
作
事
奉
行
三
人
、

御
普
請
奉
行
三
人
、
御
勘
定
頭
、
鈴
木
修
理
、
木
原
内
匠
、
御
被
官
片
山
源
右
衛
門
」

と
共
に
其
の
他
大
勢
の
中
に
亀
岡
父
子
が
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
井
伊
掃
部
頭
直
孝
、
酒
井
雅
楽
頭
忠
清
、
酒
井
讃
岐
守
忠
勝
、
は
大
老
、
松
平

伊
豆
守
信
綱
、
阿
部
豊
後
守
忠
秋
は
老
中
職
に
有
り
ま
し
た
が
保
科
肥
後
守
正
之
は
幕
政

に
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
老
中
職
に
は
有
り
ま
せ
ん
の
で
、
元
祖
は
時
の
執
政
位
の

意
味
で
し
ょ
う
か
？

『
書
置
』
に
は
幕
閣
の
諸
大
名
家
と
の
関
わ
り
を
示
す
記
述
も
多
く
見
ら
れ
、
石
工
棟

梁
職
へ
の
任
命
は
元
禄
十
二
年
で
有
っ
た

と
し
て
も
、
明
暦
三
年
ま
で
に
は
既
に
実

質
と
し
て
石
工
を
使
っ
て
幕
府
の
仕
事
を

請
け
負
う
仕
事
に
就
い
て
居
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

亀
岡
父
子
が
恐
ら
く
作
業
場
と
し
て
も

使
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
中
橋
南
槇
町
の

屋
敷
が
有
っ
た
中
橋
は
通
り
町
筋
の
日
本

橋
か
ら
江
戸
橋
の
間
に
架
か
っ
て
い
た
橋

で
、
紅
葉
川
と
い
う
川
が
流
れ
て
い
ま
し

た
。
明
暦
の
大
火
以
降
外
堀
迄
の
間
は
埋

め
立
て
ら
れ
「
中
橋
広
小
路
」
と
な
り
ま

す
。「
宝
永
武
鑑
」
に
有
る
「
ひ
も
の
丁
」

は
檜
物
町
で
槇
町
の
並
び
に
な
り
ま
す
。

『
明
暦
江
戸
大
絵
図
』（
之
潮

枚
葉
図

二
〇
〇
八
年
）
は
明
暦
三
年
に
作
成
さ

れ
た
絵
図
で
す
が
、
こ
こ
か
ら
中
橋
周
辺

図4 中橋檜物丁 『明暦江戸大絵図』

の
様
子
を
掲
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
こ
の
日
本
橋
京
橋
地
域
は
江
戸
前
島
と
言
わ
れ
た
部

分
で
す
が
、
之
潮
の
代
表
で
あ
る
芳
賀
ひ
ら
く
氏
は
『
江
戸
東
京
地
形
の
謎
』（
二
見
書

房
）
の
中
で

し
か
し
江
戸
の
初
期
に
は
、
江
戸
城
建
設
用
の
石
材
や
木
材
を
運
び
込
む
た
め
、
あ
る

い
は
掘
削
し
た
土
砂
の
搬
出
に
、
こ
の
半
島
を
横
断
し
て
何
本
も
の
「
船
入
堀
」
が
掘

ら
れ
、
石
船
や
材
木
筏
が
航
行
し
て
い
た
の
で
す
。

と
書
い
て
「
船
入
堀
」
に
よ
っ
て
海
に
開
か
れ
た
江
戸
前
島
の
様
子
を
伝
え
て
い
ま
す

が
、「
そ
れ
に
し
て
も
、
寛
永
一
九
年
（
一
六
四
二
）
の
内
容
と
さ
れ
る
地
図
で
、
こ
の

入
堀
が
途
中
ま
で
埋
め
立
て
ら
れ
た
形
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
ど
う
考
え
る
べ
き
で
し
ょ

う
か
。
埋
め
立
て
や
開
削
が
繰
り
返
さ
れ
た
可
能
性
が
な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
謎
で
す

ね
。」
と
さ
れ
て
、
時
代
の
要
請
に
応
じ
て
活
発
に
形
を
変
え
て
い
く
こ
の
地
域
の
特
性

を
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
こ
こ
ま
で
は
山
澤
学
氏
の
示
し
て
く
れ
た
道
筋
に
沿
う
よ
う
に
、
石
工
棟
梁
の
亀

岡
父
子
に
つ
い
て
書
き
連
ね
て
き
ま
し
た
が
、
石
工
棟
梁
は
霊
廟
の
造
営
や
石
造
宝
塔
の

作
事
に
は
関
わ
っ
て
も
石
燈
籠
の
作
製
・
据
え
付
け
に
関
与
し
て
居
る
わ
け
で
は
有
り
ま

せ
ん
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
石
工
棟
梁
亀
岡
石
見
（
久
三
郎
）
に
つ
い
て
詳
述
す
る
の
は
、

次
に
紹
介
す
る
一
連
の
「
津
軽
家
文
書
」
中
で
、
亀
岡
石
見
が
津
軽
家
が
有
徳
院
廟
に
献

納
す
る
石
燈
籠
に
つ
い
て
言
わ
ば
指
南
役
を
務
め
て
い
る
姿
が
垣
間
見
ら
れ
る
か
ら
で

す
。３

．
津
軽
家
文
書
そ
の
１

私
が
「
津
軽
家
文
書
」
に
出
会
っ
た
の
は
二
〇
一
四
年
六
月
の
末
の
こ
と
で
す
。
伊
豆

石
丁
場
や
石
工
の
関
連
資
料
を
当
た
り
な
が
ら
も
、
中
々
石
燈
籠
関
連
の
資
料
に
行
き
当

た
る
こ
と
が
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
中
で
有
る
日
ネ
ッ
ト
を
検
索
し
て
い
る
と
、

弘
前
市
立
図
書
館
が
所
蔵
す
る
「
津
軽
家
文
書
」
の
中
に

○
常
憲
院
様
江
御
献
上
之
御
石
灯
寵
御
銘
文
書
付
并
立
所
絵
図
外

宝
永
六
（17

09

）
写

通

TK
186-

6
18

○
文
昭
院
様
御
仏
前
江
御
献
上
御
石
灯
籠
御
銘
文
図

T
K
1
8
6
-
7

正
徳
二

年

正
徳
二
（1712

）
写

一
舗

82×
65

○
東
叡
山
浚
明
院
様
御
霊
前
石
灯
籠
献
備
之
儀
書
付

月

天
明
七
（1787

）
写
（
原

12

本
）1

通TK
387-

160



○
増
上
寺
江
御
寄
進
御
石
灯
籠
竿
寸
面
尺
之
図

T
K
7
1
4
-
1

正
徳
三

（1713
）
写

二
舗

60×
81

蔵
印：

弘
前
日
記
方

の
四
点
の
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。
早
速
弘
前
市
立
図
書
館
に
連

絡
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
写
真
撮
影
が
出
来
る
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
図
書
館
を
訪
れ
撮

影
を
行
い
ま
し
た
。
当
初
大
し
た
量
で
は
無
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、「
常
憲
院
様

江
御
献
上
之
御
石
灯
寵
御
銘
文
書
付
并
立
所
絵
図
外
」
は
常
憲
院
霊
廟
へ
燈
籠
を
献
上
す

る
た
め
の
過
去
の
資
料
を
纏
め
た
物
で
、
厳
有
院
霊
廟
へ
石
燈
籠
を
献
納
し
た
際
の
江
戸

藩
邸
の
日
記
を
含
め
九
点
の
資
料
が
一
包
み
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

特
に
「
厳
有
院
御
佛
殿
江
御
石
燈
籠
被
獻
候
儀
ニ
付
日
記
書
抜
」
に
は

①
石
灯
籠
の
献
納
本
数
、

②
上
野
霊
廟
へ
の
献
納
時
期
の
遣
り
取
り
、

③
献
納
前
の
下
準
備
、

④
献
納
時
の
状
況

な
ど
が
事
細
か
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

書
き
抜
き
の
元
に
な
っ
た
江
戸
藩
邸
の
日
記
は

○
〔
弘
前
藩
庁
〕
日
記
（
江
戸
日
記
）〔
御
日
記
方
編
〕

T
K
2
1
5
-
2

寛
文
八

～
慶
応
四
（1668

～1868

）
写

1225

冊

と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
二
〇
一
八
年
の
初
夏
に
再
び
弘
前
市
立
図
書
館
を
訪
れ

関
連
の
部
分
の
撮
影
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

『
厳
有
院
御
佛
殿
江
御
石
燈
籠
被
獻
候
儀
ニ
付
日
記
書
抜
』
の
内
容
を
順
を
逐
っ
て
見

て
行
く
こ
と
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
書
抜
』
は
厳
有
院
徳
川
家
綱
逝
去
の
翌
年
、
延
宝
九
年
正
月
九
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

『
書
抜
』
の
記
事
は
写
し
違
い
も
有
り
ま
す
の
で
元
に
な
っ
た
「〔
弘
前
藩
庁
〕
日
記
（
江

戸
日
記
）」
に
よ
っ
て
い
ま
す
。

九
日

天
気
晴

一
、
厳
有
院
樣
御
霊
屋
石
燈
籠
之
儀
大
久
保
加
賀
守
樣

御
意
被
成
候
ハ
一
基
可
被
差
上
候
此
御
差
圖
ニ
付
御
國
ヘ
申

上
候
処

台
徳
院
樣
ヘ
ハ
一
基
被
差
上
候
得
共

権
現
樣
大
猷
院
樣
ヘ
ハ
二
基
宛
御
上
ケ
被
成
候
間
此
度
も

二
基
御
上
ケ
被
成
度
御
思
召
候
ニ
付
御
國
ゟ
土
井
能
登
守
様
ヘ

御
書
被
進
候
と
仰
候

こ
こ
で
は
厳
有
院
廟
へ
献
納
す
る
石
燈
籠
に
つ
い
て
老
中
大
久
保
加
賀
守
忠
朝
よ
り
一

基
献
上
す
る
よ
う
に
指
図
が
有
っ
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。

大
久
保
加
賀
守
の
意
向
を
国
元
に
伝
え
た
と
こ
ろ
国
元
か
ら
は
、
台
徳
院
（
秀
忠
）
霊

廟
に
は
一
基
で
有
っ
た
け
れ
ど
も
、
権
現
様
（
家
康
）、
大
猷
院
（
家
光
）
の
霊
廟
に
は

二
基
づ
つ
差
し
上
げ
て
い
る
の
で
、
是
非
今
回
も
二
基
献
上
出
来
る
様
に
大
久
保
加
賀
守

へ
書
状
を
差
し
上
げ
お
願
い
す
る
様
に
と
の
指
示
が
有
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
権
現
様
と
は
上
野
の
東
照
宮
で
、
慶
安
三
年
に
諸
大
名
よ
り
燈
籠
が
献
じ
ら
れ

ま
し
た
。
大
猷
院
霊
廟
は
上
野
寛
永
寺
、
日
光
輪
王
寺
に
造
営
さ
れ
ま
し
た
が
そ
の
ど
ち

ら
に
も
津
軽
家
は
二
基
の

燈
籠
を
献
納
し
て
い
ま

す
。台

徳
院
に
献
納
さ
れ
た

燈
籠
が
一
基
で
有
っ
た
こ

と
は
『
享
保
年
間
に
よ
る

彩
色
大
絵
図
』（
千
秋
文

庫
蔵
）
に
依
っ
て
明
ら
か

で
す
。
台
徳
院
の
燈
籠
は

見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
上
野
東
照
宮
、
上
野

寛
永
寺
、
日
光
輪
王
寺
大
猷
院
廟
の
燈
籠
は
現
存

し
て
い
ま
す
。

日
光
輪
王
寺
大
猷
院
廟
の
燈
籠
の
内
一
基
分
の

写
真
と
銘
文
を
掲
げ
て
お
き
ま
す
。（『
日
光
山
輪

王
寺
大
猷
院
奉
献
石
燈
籠
現
況
調
査
報
告
書
』）

寛
永
寺
大
猷
院
廟
の

燈
籠
は
、
世
田
谷
区
の

実
相
寺
と
比
叡
山
麓
に

あ
る
京
都
市
左
京
区
の

白
龍
園
に
一
基
づ
つ
移

設
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
相
院
の
写
真
と
銘

文
も
後
述
の
為
に
次
に

掲
げ
て
お
き
ま
す
。
銘

文
で
は
、
日
光
と
上
野
の
大
猷
院
廟
の
違
い
は
献
納
さ
れ
た
年
だ
け
で
、
慶
安
四
年
四

月
二
十
日
は
大
猷
院
（
家
光
）
の
逝
去
し
た
日
で

應
（
承
応
）
二
年
は
慶
安
四
年
の

写真 2 津軽家燈籠(日光大猷院)図 3津軽家燈籠(実相院)

奉
獻
石
燈
籠
兩
基

日
光
山

大
猷
院
殿

尊
前

應
二
癸

年
四
月
二
十
日

巳

津
軽
土
佐
守
藤
原
信
義



翌
年
に
当
た
り
ま
す
。

因
み
に
現
在
ま
で
所
在
の
判
っ
て
い
る
津
軽
家

の
奉
献
燈
籠
は

○
有
章
院
（
笛
吹
市

ホ
テ
ル
古
柏
園
）

○
有
徳
院
（
栃
木
県

高
根
沢
町
安
住
神
社
）

○
惇
信
院
（
青
森
市

正
覚
寺
）

○
浚
明
院
（
寛
永
寺
第
一
霊
園
内
）

で
何
れ
も
銘
文
か
ら
一
基
献
納
さ
れ
た
こ
と
が
判
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
て
い
く
厳
有
院
廟
、
そ
の
後
の
常
憲
院
（
綱
吉
）
廟
、
文
昭
院
（
家

宣
）
廟
、
文
恭
院
（
家
斉
）
廟
に
献
納
さ
れ
た
灯
籠
の
所
在
は
判
っ
て
い
ま
せ
ん
。

話
を
前
に
戻
し
ま
す
。

若
殿
様
も

厳
有
院
様
ヘ
ハ
御
香
奠
御
被
差
上
其
上
御
由
緒
御
座
候
而

御
懇
此
［
懇
ろ
］
ニ
被

思
召
儀
ニ
御
座
候
間
仰

若
殿
様
茂

石
燈
籠
一
基
被
差
上
度
被

思
召
兩
様
之
御
願

之
御
書
能
登
守
様
加
賀
守
様
ヘ
参
先
能
登
守
様
ヘ
窺

其
上
御
差
圖
次
第
ニ
可
仕
仰
御
國
ゟ
申
來
候

国
元
か
ら
は
駄
目
な
ら
ば
若
殿
か
ら
一
基
差
し
上
げ
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
、
二
つ
の

願
い
出
を
し
て
欲
し
い
。
お
願
い
は
先
ず
土
井
能
登
守
様
へ
差
し
出
し
、
能
登
守
様
の
指

図
次
第
で
加
賀
守
様
へ
願
い
出
て
欲
し
い
と
言
っ
て
き
て
い
ま
す
。

江
戸
藩
邸
で
は
早
速
小
川
定
右
衛
門
が
能
登
守
様
の
元
へ
願
い
の
書
を
持
参
し
ま
す
。

小
川
定
右
衛
門
は
「
御
書
持
参
仕
候
処
御
前
ヘ
罷
出
候
様
ニ
と
御
意
ニ
付
罷
出
」
土
井
能

登
守
に
津
軽
藩
と
し
て
二
基
献
上
し
た
い
旨
を
過
去
の
経
緯
を
元
に
申
し
上
げ
ま
す
が
、

能
登
守
は
「
先
達
而
加
賀
守
殿
ゟ
一
基
被
献
候
様
ニ
と
被
仰
渡
候
上
ハ
重
而
御
伺
之
義
御

無
用
ニ
被
思
召
候
様
」
と
し
て
、
加
賀
守
が
一
基
献
上
せ
よ
と
指
示
し
た
以
上
重
ね
て

伺
い
を
立
て
る
こ
と
は
無
用
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
若
殿
様
か
ら
石
燈
籠
を
差
し
上

げ
た
い
と
い
う
願
い
に
対
し
て
は
尤
も
な
こ
と
で
は
有
る
が
「
併
御
三
家
御
若
殿
方
ゟ
も

石
燈
籠
不
被
差
上
候
間
是
又
御
無
用
ニ
被
思
召
候
被
仰
候
」
と
し
て
是
又
願
い
を
退
け
て

い
ま
す
。
少
し
先
ま
で
見
て
み
ま
す
。
石
燈
籠
を
献
上
す
る
予
定
に
つ
い
て
の
大
久
保
加

賀
守
側
と
の
遣
り
取
り
が
二
件
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。『
書
抜
』
で
は
記
載
に
重
複
が
有

り
ま
す
。

三
月
九
日

奉
獻
石
燈
籠
兩
基

東
叡
山

大

院
殿

前

慶
安
四
辛
年
十
二
月
二
十
日

卯

津
軽
土
佐
守
藤
原
信
義

一
御
石
燈
籠
今
月
廿
一
日
ゟ
来
四
月
七
日
迠
之
間
被
差
上
候
間
い
つ
比

可
被
指
上
哉
と
大
久
保
加
賀
守
様
御
家
来
ゟ
御
聞
届
迠
申
來
候

三
月
十
二
日

一
大
久
保
加
賀
守
様
ヘ
戸
沢
弥
五
兵
衛
致
伺
書
御
石
燈
籠
い
つ
比
可
被
指

上
候
一
昨
日
被
仰
上
候
今
廿
八
日
ニ
差
上
ケ
可
申
様
申
上
候
石
屋
尓

承
処
廿
六
日
ニ
透
と
出
来
可
申
候
ニ
付
廿
七
日
東
叡
山
ヘ
引
届

翌
日
仕
立
候
様
ニ
相
考
廿
八
日
ニ
可
差
上
と
申
上
候

こ
こ
ま
で
の
記
述
を
整
理
し
て
み
ま
す
。

大
久
保
加
賀
守
か
ら
厳
有
院
廟
へ
一
基
石
灯
籠
を
献
納
す
る
様
に
と
の
指
示
を
受
け
た

津
軽
藩
で
は
、
前
例
を
元
に
此
の
指
示
を
変
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
方
法
を
模
索
し
て

い
ま
す
。逆
に
言
え
ば
前
回
の
大
猷
院
の
場
合
に
は
基
数
に
つ
い
て
指
示
が
無
か
っ
た
か
、

或
い
は
そ
の
指
示
を
変
え
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
厳
有
院
の
場
合
に
は
、
大
久
保
加
賀
守
は
か
な
り
強
い
意
志
を
持
っ
て
決
定
を

貫
い
て
い
ま
す
。
御
三
家
の
若
殿
方
か
ら
の
灯
籠
の
献
上
も
認
め
て
い
な
い
と
言
う
こ
と

は
、
灯
籠
の
献
上
に
つ
い
て
か
な
り
明
確
な
絵
を
描
い
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
方
で
灯
籠
の
献
納
の
時
期
に
つ
い
て
は
後
の
老
中
奉
書
に
見
ら
れ
る
様
な
、
当
初
か

ら
の
納
入
期
日
の
指
示
で
は
無
く
、
霊
廟
造
営
の
進
捗
状
態
に
合
わ
せ
て
細
か
く
打
ち
合

わ
せ
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。

三
月
廿
五
日

天
気
曇
午
ノ
下
刻
よ
り
雨
降

一
、
上
野

御
仏
殿
江
石
燈
籠
御
献
上
被
進
候
前
々
日
地
形

拵
候
ニ
付
惣
奉
行
小
川
定
右
衛
門
麻
上
下
着
川
越
清
左
衛
門

裏
付
上
下
着
下
奉
行
清
水
長
兵
衛
羽
織
立
付
着
杖

突
三
人
鳶
之
者
三
拾
人
石
切
壱
人
石
屋
手
代
壱
人
参
候

石
屋
与
左
衛
門
茂
昼
之
内
罷
越
候
地
形
つ
か
せ
し
場
所
三
尺
程
堀

土
を
取
出
し
砂
を
入
ど
う
つ
き
ニ
而
つ
き
堅
め
申
し
右
砂
五
度

尓
弐
拾
俵
入
申
し
付
堅
候
而
栗
木
丸
太
木
口
五
六
寸
有
之

を
長
サ
三
尺
八
九
寸
ニ
切
四
方
之
隅
と
中
ニ
三
本
都
合
七
本
と
う

つ
き
ニ
而
打
込
其
上
ニ
土
臺
石
四
方
中
都
合
五
枚
敷
申
候
所
五
尺

四
方
石
厚
サ
八
寸
幅
壱
尺
又
ハ
壱
尺
餘
有
之
候
石
之
廻
り
江
砂
を

入
杵
つ
き
ニ
而
堅
申
し
候
塲
所
上
ニ
片
扉
ニ
と
ま
筵
付
ニ
而
覆

仕
候



燈
籠
設
置
の
二
日
前
、
津
軽
藩
の
惣
奉
行
に
任
命
さ
れ
た
小
川
定
右
衛
門
は
麻
裃
、
川

越
清
左
衛
門
は
裏
付
裃
、
下
奉
行
清
水
長
兵
衛
羽
織
裁
付
を
着
け
て
厳
有
院
廟
所
の
燈
籠

設
置
場
所
へ
向
か
い
ま
す
。
杖
突
と
い
う
作
事
方
の
役
人
、
鳶
の
者
三
十
人
、
石
切
職
人

と
石
屋
の
手
代
一
人
が
同
行
し
ま
す
。
石
燈
籠
の
制
作
を
請
け
負
っ
た
の
は
八
丁
堀
の
石

屋
与
左
衛
門
で
、
昼
か
ら
一
行
に
加
わ
り
ま
す
。

此
の
日
行
わ
れ
た
作
業
の
内
容
を
、
素
人
な
が
ら
出
来
る
だ
け
逐
っ
て
見
る
こ
と
に
し

ま
す
。

写
真

は
厳
有
院
霊
廟
前
に
現
存
す
る
灯
籠
の
竿
か
ら
下
、
地
盤
部
分
を
示
し
て
い
ま

4

す
。

砂
利
の
上
に
見
え
る
地
盤
石
は
後
の
記
録
に
見

る
よ
う
に

地
盤
石

四
尺
八
寸
弐
枚
ニ
而
切
合

と
な
っ
て
お
り
、
六
角
形
の
石
は
二
分
割
さ
れ

て
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
り
ま
す
。
今

残
さ
れ
て
い
る
灯
籠
の
地
盤
石
も
二
枚
の
石
の
組

み
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
此
の
日
の
作
業
は

こ
の
地
盤
石
を
敷
く
ま
で
の
地
盤
造
成
作
業
と
思

わ
れ
ま
す
。

先
ず
石
燈
籠
を
設
置
す
る
場
所
に
深
さ
約
一
ｍ

の
穴
を
掘
り
ま
す
。
土
を
掘
り
出
し
た
後
に
砂
を

入
れ
「
ど
う
つ
き
」
で
突
き
固
め
ま
す
。
写
真

は
「
タ
コ
胴
突
」
と
呼
ば
れ
る
道
具
で
、
丸

5太
と
太
め
の
枝
を
使
っ
て
作
れ
る
そ
う
で
す
。

ネ
ッ
ト
に
有
る
写
真
を
使
用
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
五
度
に
わ
た
り
二
十
俵
ほ
ど
の
砂
を
入
れ

て
突
き
固
め
ま
す
。

突
き
固
め
た
後
、
木
口
が1
5
cm

か
ら2

0
cm

の
栗
丸
太
の
杭
を
穴
の
四
隅
、
真
ん
中

に
三
箇
所
合
計
七
本
打
ち
込
み
ま
す
。
こ
の
杭
の
大
き
さ
か
ら
し
て
穴
の
径
は
一
ｍ
以
上

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
ま
で
の
作
業
は
現
在
も
石
燈
籠
の
設
置
作
業
で
行
わ
れ
て
い
る
内
容
と
同
じ
で

す
。
問
題
は
此
の
後
で
す
。
穴
の
上
に
土
台
石
を
置
き
ま
す
が
、
中
に
一
枚
四
方
に
各
一

枚
づ
つ
敷
き
詰
め
る
と
五
尺
四
方
、
石
の
厚
さ
が
八
寸
に
な
っ
た
と
書
い
て
い
ま
す
。

「
幅
壱
尺
又
ハ
壱
尺
餘
」
と
い
う
の
は
敷
き
詰
め
た
五
枚
の
石
の
幅
で
し
ょ
う
か
？
但
し

こ
う
な
る
と
先
ほ
ど
紹
介
し
た
「
地
盤
石

四
尺
八
寸
弐
枚
ニ
而
切
合
」
と
話
が
合
わ
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
以
上
は
追
求
し
な
い
こ
と
に
し
ま
す
。

写真4 厳有院勅額門前燈籠

写真5 胴突

地
盤
石
の
廻
り
に
砂
を
敷
き
杵
で
突
き
固
め
、
お
昼
過
ぎ
か
ら
雨
が
降
る
の
で
苫
筵
を

張
っ
た
扉
板
を
被
せ
て
作
業
を
終
え
た
と
書
い
て
い
ま
す
。

次
は
い
よ
い
よ
石
灯
籠
の
搬
入
設
置
で
す
。

同
廿
七
日

天
気
晴

一
今
日
上
野
へ
御
石
燈
籠
被
献
候
ニ
付
八
町
堀
石
屋
へ
佐
藤

新
五
左
衛
門
川
越
清
左
衛
門
罷
越
候
先
乗
佐
藤
新
五
左
衛
門
跡
乗

川
越
清
左
衛
門
両
人
間
ニ
御
石
燈
籠
牛
車
四
頭
ニ
載
せ
御

足
軽

警
固
に
て
上
野
黒
門
迠
引
参
候
夫
ゟ

御
歩
行
十
二
人
警
固
ニ
相
加
り
二
天
門
ゟ
車
よ
り
於
ろ
し

人
足
ニ
而
御
石
燈
籠
場
所
迠
為
持
参
御
石
燈
籠
直
さ

せ
申
候
渡
部
弥
五
右
衛
門
儀
ハ
御
石
燈
籠
場
所
ヘ
早
朝
よ
り

罷
越
右
三
人
御
石
燈
籠
直
し
仕
廻
候
迠
付
添
申
ノ
刻

仕
廻
罷
帰
候
右
人
足
鳶
之
者
ニ
赤
飯
被
下
候
御
石
燈

籠
ハ
石
屋
よ
り
人
足
出
し
引

二
十
六
日
は
雨
だ
っ
た
せ
い
か
二
十
七
日
に
石
燈
籠
の
搬
入
設
置
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
当
時
津
軽
藩
の
江
戸
上
屋
敷
は
神
田
小
川
町
、
中
屋
敷
は
本
所
横
綱
町
に
有
り
ま
し

た
。
ど
ち
ら
か
ら
人
数
が
出
た
の
か
は
判
り
ま
せ
ん
が
、
八
丁
堀
の
石
屋
与
左
衛
門
方
へ

出
向
き
、
石
燈
籠
を
四
台
の
牛
車
に
乗
せ
先
頭
に
佐
藤
新
五
左
衛
門
、
後
方
に
川
越
清
左

衛
門
が
騎
乗
し
足
軽
が
警
固
し
て
上
野
寛
永
寺
の
黒
門
に
到
り
ま
す
。

一
基
の
燈
籠
を
運
ぶ
の
に
何
故
牛
車
四
頭

な
の
か
と
お
思
い
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

上
に
分
解
し
て
積
み
上
げ
ら
れ
た
灯
籠

の
写
真
を
掲
げ
て
お
き
ま
す
。
是
に
更
に

火
袋
が
加
わ
り
ま
す
。
元
々
竿
の
部
分
に

は
両
端
に
ダ
ボ
が
付
い
て
居
て
組
み
付
け

て
い
く
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

写
真

は
日
暮
里
に
有
っ
た
石
燈
籠
を

7

増
上
寺
ま
で
移
設
し
た
際
に
撮
ら
れ
た
物

で
す
。
ク
レ
ー
ン
付
き
の
大
型
車
両
で
運

搬
さ
れ
た
様
子
が
窺
え
ま
す
。
実
際
に
牛
車
で
ど
れ
だ
け
の
運
搬
力
が
有
る
か
は
判
り
ま

せ
ん
が
、
石
燈
籠
を
分
解
し
、
四
頭
に
分
載
し
や
っ
と
牽
か
せ
て
行
く
こ
と
が
出
来
た
の

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

黒
門
か
ら
は
御
徒
十
二
人
が
加
わ
り
二
天
門
ま
で
牽
い
て
行
っ
た
と
有
り
ま
す
。
道
筋

写真6 解体された石燈籠



は
恐
ら
く
今
の
江
戸
通
り
か
、
中
央
通
り
で
有
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
も
燈
籠
を
献
納
す
る
の

は
津
軽
家
だ
け
で
は
有
り
ま
せ
ん
。
日
光
大
猷
院

廟
に
は
二
百
五
十
基
の
石
燈
籠
が
献
納
さ
れ
ま
し

た
か
ら
、
厳
有
院
廟
に
も
同
じ
数
の
石
燈
籠
が
献

納
さ
れ
た
と
考
え
れ
ば
此
の
日
を
相
前
後
し
て
千

頭
の
牛
車
が
江
戸
の
目
抜
き
通
り
を
行
き
交
っ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

石
燈
籠
だ
け
で
は
有
り
ま
せ
ん
。
唐
金
の
燈
籠

も
又
厳
有
院
廟
へ
運
ば
れ
て
い
き
ま
す
。

小
田
原
藩
が
献
上
し
た
唐
金
燈
籠
と
地
盤
石
の
例

は
『
小
田
原
市
史

資
料
編
』
に
「
永
代
日
記
」

（
京
都
市
伏
見
区
稲
葉
神
社
蔵
）
の
資
料
と
し
て

納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

延
宝
九
年
三
月
廿
八
日

陰

巳
中
刻
ョ
リ
晴

一
厳
有
院
様
御
仏
前
江
御
上
ケ
被
成
候
地
盤
石
・
唐
金
之
御
燈
籠
両
基
、
椎
名
伊
予
ニ

被
仰
付
出
来
、
今
日
上
野
江
就
被
遣
、
奉
行
中
西
五
郎
左
衛
門
・
安
田
茂
右
衛
門
・
奥

田
清
大
夫
・
米
津
六
右
衛
門
・
間
坂
半
助
被
仰
付
、
上
野
ニ
立
置
及
黄
昏
罷
帰
候
、

御
足
軽
・
御
中
間
如
左
杖
突
拾
弐
人
御
足
軽
小
頭
・
御
中
間
頭

茶
色
之
羽
織
着

小
人
目
付
・
仲
ケ
間
之
者

御
足
軽
五
拾
五
人

紺
之
単
物
着

御
中
間
八
拾
八
人

津
軽
藩
が
石
燈
籠
を
上
野
に
搬
入
し
た
翌
日
の
二
十
八
日
に
、
小
田
原
藩
の
唐
金
燈
籠

は
地
盤
石
と
共
に
上
野
に
運
び
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
り
ま
す
。

話
を
続
け
ま
す
。
二
天
門
前
で
降
ろ
さ
れ
た
燈
籠
は
人
足
に
よ
っ
て
前
々
日
に
地
拵
え

の
終
わ
っ
て
い
た
設
置
場
所
へ
運
ば
れ
ま
す
。
こ
こ
で
石
屋
の
職
人
に
よ
っ
て
組
み
立
て

ら
れ
午
後
四
時
頃
に
は
終
了
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
鳶
の
物
に
は
赤
飯
が
振
る
舞
わ
れ

て
い
ま
す
。「
御
石
燈
籠
ハ
石
屋
よ
り
人
足
出
し
引
（
申
候
）」
の
部
分
は
仕
立
て
た
部

分
か
ら
石
屋
の
職
人
が
来
て
引
い
て
い
っ
た
様
に
読
め
ま
す
が
、
こ
れ
は
ヤ
グ
ラ
を
組
ん

で
灯
籠
の
パ
ー
ツ
を
順
番
に
引
き
上
げ
組
ん
で
い
っ
た
と
い
う
意
味
で
は
無
い
か
と
思
い

ま
す
。
二
十
八
日
に
は
燈
籠
関
係
の
記
事
が
有
り
ま
せ
ん
か
ら
、
此
の
日
の
内
に
設
置
が

完
了
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

さ
て
最
後
に
「
津
軽
家
文
書
」
の
中
に
有
る
一
枚
の
文
書
を
掲
げ
て
お
き
ま
す
。

写真7 燈籠移設運搬作業
(写真提供：和田利一様)

厳
有
院
様
御
石
燈
籠
寸
法

惣
髙
地
盤
上
ゟ
宝
珠
迠
九
尺
壱
寸
八
分

外
ニ
地
盤
石
砂
利
上
八
寸

宝
珠

指
渡
壱
尺
四
寸

笠
石

同

四
尺
六
寸

火
袋

同

壱
尺
九
寸

請
鉢

同

三
尺
四
寸
八
分

柱

同

壱
尺
八
寸

節
石

同

三
尺
八
寸

地
盤

同

四
尺
八
寸
弐
枚
ニ
而
切
合

奉
献
上

石
燈
籠
壹
基

東
叡
山

嚴
有
院
殿

尊
前

延
宝
九
年
辛
酉
五
月
八
日

奥
州
弘
前
城
主

從
五
位
下
津
軽
越
中
守
藤
原
信
政

地
盤
石
の
部
分
で
引
用
し
た
資
料
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
書
か
れ
た
時
期
が
判
り
ま
せ

ん
。
但
し
、
同
じ
文
書
群
の
他
の
資
料
が
常
憲
院
（
綱
吉
）
廟
に
燈
籠
を
献
納
す
る
た
め

図５「常憲院石燈籠圖」模刻図

高
サ

貳
尺
八
寸

指 渡 シ 壱 尺 八 寸

高
サ
七
寸

高
サ
壱
尺
弐
寸

差 渡 し 四 尺 六 寸

差 渡 し 三 尺 七 寸

御
紋

惣
髙
サ
地
形
ヨ
リ
宝
珠
上
迠
九
尺
八
寸
八
分

高
壱
尺
四
寸

高
サ
壱
尺
四
寸

高
九
八
寸
八
分

差 渡 シ 三 尺 八 五 寸

差 渡 シ 尺 九 寸

差 渡 し 四 尺 五 寸

差 渡 し 壱 尺 四 寸

高
サ
壱
尺
四
寸

石
燈
篭
之
圖



の
前
例
を
調
べ
て
「
覚
え
」
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
宝
永
六
年
頃

の
物
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
中
に
は
厳
有
院
廟
に
献
納
し
た
灯
籠
の
寸
法
・
仕
様
を
書
き

出
し
、
竿
に
刻
ま
れ
た
銘
文
も
記
載
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
現
在
津
軽
家
が
厳
有

院
廟
に
献
納
し
た
灯
籠
の
銘
文
が
判
明
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

何
度
か
掲
載
し
た
こ
と
も
有
る
木
子
文
庫
所
蔵
の
「
常
憲
院
石
燈
籠
圖
」
の
模
刻
図
を

掲
げ
て
お
き
ま
す
。

「
石
燈
籠
図
」
で
は
惣
高
サ
地
形
ヨ
リ
宝
珠
上
迠
九
尺
八
寸
八
分
（
地
盤
高
さ
七
寸
）

「
津
軽
家
文
書
」
で
は
惣
髙
地
盤
上
ゟ
宝
珠
迠
九
尺
壱
寸
八
分

と
合
致
し
ま
す
。

４
．
献
納
基
数
・
銘
・
形

最
後
に
残
さ
れ
た
燈
籠
か
ら
判
る
こ
と
を
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
灯
籠
の
献
納
基
数
で
す
。
現
在
私
の
元
に
七
十
四
大
名
七
十
九
基
分
の
灯
籠
の
銘

文
資
料
が
有
り
ま
す
。こ
の
う
ち
六
十
五
基
は
私
自
身
が
確
認
調
査
を
済
ま
せ
た
物
で
す
。

表

に
内
訳
を
記
載
し
ま
し
た
が
、
こ
の
七
十
四
大
名
の
領
知
高
を
調
べ
て
み
る
と
、「
両

2
基
」
と
記
載
さ
れ
た
大
名
は
全
て
五
萬
石
以
上
、
一
基
、
無
記
載
、
基
数
部
分
が
剥
離
し

た
物
の
う
ち
一
基
は
全
て
五
万
石
未
満
で
し
た
。
基
数
部
分
に
剥
落
の
あ
る
も
う
一
基
は

播
磨
竜
野
藩
五
万
一
千
石
の
脇
坂
中
務
少
輔
安
政
の
も
の
で
す
。

先
に
紹
介
し
た
津
軽
藩
は
四
万
六
千
石
の
大
名
で
、
希
望
も
空
し
く
一
基
の
み
の
献
納

と
な
り
ま
し
た
。

日
光
の
大
猷
院
廟
で
は
、
五
万
石
未
満
の
大
名
八
十
六
家
の
内

一
基
献
納
が
五
十
二
家
、
二
基
献
納
が
津
軽
藩
も
含
め
て
三
十
四

家
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
献
納
の
基
数
に
つ
い
て
明
ら
か
に
幕
府

の
規
制
が
働
い
て
い
る
こ
と
が
判
り
ま
す
。

次
に
奉
献
の
年
月
日
で
す
が
、
こ
れ
は
読
み
取
り
可
能
な
七
十

八
基
に
お
い
て
家
光
逝
去
の
日
で
有
る
延
宝
八
年
五
月
八
日
と
有

っ
て
例
外
が
あ
り
ま
せ
ん
。
強
い
て
言
え
ば

延
宝
九
年
辛
酉
五
月
八
日

延
宝
九
歳
辛
酉
五
月
八
日

延
宝
九
暦
辛
酉
五
月
八
日

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
中
に
納
ま
り
ま
す
。

銘
文
全
体
で
す
が
、『
日
光
山
輪
王
寺
大
猷
院
霊
廟
内
の
燈
籠
配
置
』
の
中
で
日
光
大

猷
院
廟
に
献
納
さ
れ
た
燈
籠
銘
の
基
本
型
を
上
記
の
通
り
と
し
、「
但
し
城
主
の
部
分
は

城
主
で
有
っ
て
も
此
の
部
分
を
記
し
て
い
る
大
名
は
多
く
な
い
。」
と
書
き
ま
し
た
。
ま

銘文記載 大名数 合計基数
両基 １４ １９
一基 ３６ ３６
無記載 ２２ ２２
剥落 ２ ２

７４ ７９
表2 厳有院石燈籠現存基数

た
上
野
東
照
宮
の
燈
籠
銘
に
は
「
奉

拝
進
」「
奉
寄
進
」「
奉
献
上
」「
奉

拝
上
」「
奉
拝
獻
」
等
の
字
句
が
見

ら
れ
ま
す
が
、
厳
有
院
廟
で
は
「
奉

献
上
」
は
見
ら
れ
ま
す
が
、
其
の

他
の
用
例
は
今
の
所
見
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
。
も
う
金
地
院
崇
伝

が
書
き
示
し
た
「
石
燈
籠
奉
拝
進
」
と
い
う
書
き
様
は
見
る
事
も
出
来
ま
せ
ん
。

灯
籠
銘
の
書
き
様
に
つ
い
て
は
、『
増
上
寺
徳
川
家
霊
廟
の
風
景

』
の
中
で
曽
我
流
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の
書
札
礼
に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
が
、
次
回
常
憲
院
の
項
で
纏
め
て
触
れ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

灯
籠
の
形
は
二
種
類
。
竿
が
六
角
柱
の
も
の
と
、
円
柱
状
の
物
だ
け
で
す
。
円
柱
状
で

も
中
節
と
い
う
真
中
に
節
を
持
っ
た
物
は
有
り
ま
せ
ん
。

写
真

は
上
野
寛
永
寺
の
「
天
海
僧
正
毛
髪
塔
」
に
置
か
れ
て
い
る
太
田
攝
津
守
資
次
の

8

燈
籠
で
す
が
、
他
に
は
軽
井
沢
の

鬼
押
出
し
園
に
脇
坂
中
務
少
輔
安

政
の
例
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
だ

け
で
す
。

高
さ
も
飛
び
抜
け
て
大
き
な
物

が
有
り
ま
せ
ん
か
ら
「
地
形
ヨ
リ

宝
珠
上
迠
九
尺
八
寸
八
分
」
と
い

う
の
は
も
う
厳
有
院
廟
の
時
に
な

っ
て
決
め
ご
と
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
物
と
思
わ
れ
ま
す
。

津
軽
家
文
書
の
中
に
次
の
文
書
が
あ
り
ま
す
。

石
燈
篭

石
燈
籠

一
、
形
恰
好
御
役
居
州
者

一
、
形
・
格
好
・
御
役
・
居
州
は

繪
圖
之
通
但
石
之
義

絵
図
の
通
り
但
し
石
の
儀
は

伊
豆
石
成
ト
見
影
石
ニ

伊
豆
石
な
り
と
御
影
石
に

成
ト
勝
手
次
第

な
り
と
勝
手
次
第

一
、
彫
物
棹
様
等
勝
手
次
第

一
、
彫
物
棹
様
等
勝
手
次
第

一
、
火
袋
之
仕
型
木
形
之
通

一
、
火
袋
の
仕
方
木
型
の
通
り

丑
七
月

丑
七
月

「
丑
七
月
」
と
有
り
ま
す
か
ら
宝
永
六
年
の
常
憲
院
廟
へ
の
献
納
の
為
の
文
書
で
す
が
、

奉
獻

石
灯
籠

□
基

（
野
州
）
日
光
山

大
猷
院
殿

尊
前

承
応
二
年
癸
巳
四
月
二
十
日

□
□
國
□
□
城
主

從
五
位
下
□
□
守
□
□
氏
□
姓
□
□
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こ
こ
で
は
「
一
彫
物
棹
様
等
勝
手
次
第
」
と
書
い
て
い
ま
す
の
で
、
厳
有
院
廟
の
場
合
に

も
ま
だ
竿
の
形
ま
で
は
規
制
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
物
と
思
わ
れ
ま
す
。

長
い
お
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
但
し
、
今
回
の
厳
有
院
と
次
回
の
常
憲
院
廟
に

関
す
る
部
分
は
こ
の
論
考
の
中
心
部
分
と
な
り
ま
す
の
で
お
許
し
下
さ
い
。
亀
岡
石
見
に

つ
い
て
は
紹
介
文
が
長
か
っ
た
割
に
は
石
燈
籠
の
部
分
に
関
係
し
て
な
い
の
で
は
と
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
次
回
関
連
文
書
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
尚
、
津
軽
家
文
書
の
翻

刻
文
は
飽
く
ま
で
筆
者
の
責
任
で
作
成
し
た
物
で
す
。
大
き
な
読
み
違
え
は
無
い
と
思
い

ま
す
が
、
気
に
な
る
方
は
原
文
を
参
照
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
致
し
ま
す
。

尚
、
引
用
文
の
中
の
（

）
は
原
著
の
も
の
［

］
は
私
が
補
っ
た
も
の
で
す
。

現
存
す
る
厳
有
院
石
燈
籠
の
う
ち
寛
永
寺
霊
廟
内
の
も
の
は
代
田
照
彦
氏
の
『
第
一
・

第
二
霊
廟
内
奉
献
石
燈
籠
配
置
図
及
び
奉
献
者
一
覧
表
』（
平
成
二
六
年
六
月
）
を
参
照

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
回
も
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
難
波
謙
一
氏
に
校
正
を
頂
き
ま
し
た
。
末
尾
に
な
り
ま
し

た
が
、
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

(2018.12.21
)


